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(57)【要約】
　ニューラジオワイヤレス通信システムにおけるキャリ
アアグリゲーション中での、コンポーネントキャリアの
ダウンリンクおよびアップリンク制御管理のための方法
および装置が開示される。たとえば、方法および装置は
、複数のコンポーネントキャリアのうちの少なくとも1
つのコンポーネントキャリアの少なくとも1つのスロッ
トの中で、ネットワークエンティティからスロットフォ
ーマットインジケータをユーザ機器(UE)において受信す
ることであって、少なくとも1つのコンポーネントキャ
リアが、グループ共通物理ダウンリンク制御チャネル(P
DCCH)を含み、グループ共通PDCCH内のスロットフォーマ
ットインジケータが、複数のコンポーネントキャリアか
らの1つまたは複数の他のコンポーネントキャリア用の
少なくともスロット構造情報を示すことと、1つまたは
複数の他のコンポーネントキャリア用の少なくともスロ
ット構造情報を使用してネットワークエンティティと通
信することとを含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　複数のコンポーネントキャリアのうちの少なくとも1つのコンポーネントキャリアの少
なくとも1つのスロットの中で、ネットワークエンティティからスロットフォーマットイ
ンジケータをユーザ機器(UE)において受信するステップであって、前記少なくとも1つの
コンポーネントキャリアが、グループ共通物理ダウンリンク制御チャネル(PDCCH)を含み
、前記グループ共通PDCCH内の前記スロットフォーマットインジケータが、前記複数のコ
ンポーネントキャリアからの1つまたは複数の他のコンポーネントキャリア用の少なくと
もスロット構造情報を示す、ステップと、
　前記1つまたは複数の他のコンポーネントキャリア用の前記少なくともスロット構造情
報を使用して前記ネットワークエンティティと通信するステップと
　を備える方法。
【請求項２】
　前記少なくとも1つのコンポーネントキャリアに対応するスロット持続時間が、前記1つ
または複数の他のコンポーネントキャリアに対応するスロット持続時間よりも短い、請求
項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記少なくとも1つのコンポーネントキャリアに対応するスロット持続時間が、前記1つ
または複数の他のコンポーネントキャリアに対応するスロット持続時間よりも長い、請求
項1に記載の方法。
【請求項４】
　前記複数のコンポーネントキャリアからの第2のコンポーネントキャリア上で第2のPDCC
Hを受信するステップをさらに備え、前記PDCCHが、前記第2のコンポーネントキャリアの
少なくとも1つのスロットに対するスロットフォーマットインジケータを伝達する、請求
項1に記載の方法。
【請求項５】
　前記スロットフォーマットインジケータが、前記スロットフォーマットインジケータを
搬送する前記少なくとも1つのコンポーネントキャリア用のスロット構造情報をさらに示
す、請求項1に記載の方法。
【請求項６】
　前記少なくとも1つのコンポーネントキャリアの少なくとも第2のスロットの中で第2の
スロットフォーマットインジケータを前記UEにおいて受信するステップをさらに備え、前
記第2のスロットフォーマットインジケータが、前記少なくとも1つのコンポーネントキャ
リア用のスロット構造情報を示す、請求項1に記載の方法。
【請求項７】
　前記スロットフォーマットインジケータが、前記1つまたは複数の他のコンポーネント
キャリアおよび前記少なくとも1つのコンポーネントキャリアの複数のスロットに対する
それぞれのスロット構造をさらに示す、請求項1に記載の方法。
【請求項８】
　前記少なくとも1つのコンポーネントキャリアおよび前記1つまたは複数の他のコンポー
ネントキャリアが異なるヌメロロジーを有する、請求項1に記載の方法。
【請求項９】
　前記1つまたは複数の他のコンポーネントキャリアに対するチャネル状態情報(CSI)測定
をトリガするための指示を前記UEにおいて受信するステップであって、前記指示が、前記
少なくとも1つのコンポーネントキャリアのスロットの中で受信されるダウンリンク制御
情報(DCI)内に含まれる、ステップと、
　前記1つまたは複数の他のコンポーネントキャリアの中で前記CSI測定を実行するための
測定構成を決定するステップと、
　前記測定構成に基づいて前記1つまたは複数の他のコンポーネントキャリアの中で前記C
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SI測定を実行するステップと、
　前記1つまたは複数の他のコンポーネントキャリアに対する前記CSI測定値を前記ネット
ワークエンティティへ送信するステップと
　をさらに備える、請求項1に記載の方法。
【請求項１０】
　前記1つまたは複数の他のコンポーネントキャリアに対する前記CSI測定を実行するため
の前記測定構成を決定するステップが、前記1つまたは複数の他のコンポーネントキャリ
アの各々に対する測定スロットが前記少なくとも1つのコンポーネントキャリアの前記ス
ロットにおいてまたはその後に位置するかどうかを決定するステップをさらに備え、
　前記測定構成に基づいて前記1つまたは複数の他のコンポーネントキャリアに対する前
記CSI測定を実行するステップが、前記1つまたは複数の他のコンポーネントキャリアの各
々に対する前記測定スロットが前記少なくとも1つのコンポーネントキャリアの前記スロ
ットにおいてまたはその後に位置するという決定に基づいて、前記1つまたは複数の他の
コンポーネントキャリアの中で前記CSI測定を実行するステップをさらに備える、
　請求項9に記載の方法。
【請求項１１】
　前記少なくとも1つのコンポーネントキャリアの前記スロットの前に位置する測定スロ
ットを用いて前記1つまたは複数の他のコンポーネントキャリアのうちの少なくとも1つに
対する前記CSI測定を実行することを省くステップをさらに備える、請求項9に記載の方法
。
【請求項１２】
　前記少なくとも1つのコンポーネントキャリアの中のアップリンク制御情報(UCI)を前記
UEにおいて生成するステップであって、前記UCIが、前記1つまたは複数の他のコンポーネ
ントキャリア用のアップリンク情報を含む、ステップと、
　前記少なくとも1つのコンポーネントキャリアの少なくとも1つのスロットの中で前記UC
Iをネットワークエンティティへ送信するステップと
　をさらに備える、請求項1に記載の方法。
【請求項１３】
　前記UCIが、肯定応答信号、否定応答信号、スケジューリング要求、チャネル品質イン
ジケータ(CQI)、またはチャネル状態情報(CSI)のうちの少なくとも1つに対応する、請求
項12に記載の方法。
【請求項１４】
　前記UCIを送信するステップが、物理アップリンク制御チャネル(PUCCH)の中で前記UCI
を送信するステップをさらに備え、前記UCIが、スロットのサブセットの中で反復または
送信され得る、請求項12に記載の方法。
【請求項１５】
　前記複数のコンポーネントキャリアの各々に関連するタイミングアドバンスオフセット
を前記UEにおいて決定するステップ
　をさらに備える、請求項1に記載の方法。
【請求項１６】
　コンポーネントキャリアに対する前記決定が、前記コンポーネントキャリアのヌメロロ
ジーに基づく、請求項15に記載の方法。
【請求項１７】
　前記複数のコンポーネントキャリアが、異なるヌメロロジーを用いて構成され、前記方
法が、
　別のコンポーネントキャリアに対する前記タイミングアドバンスオフセットを決定する
ための基準として1次セルまたは2次セルのうちの1つを利用するステップをさらに備える
、
　請求項15に記載の方法。
【請求項１８】
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　装置であって、
　メモリと、
　前記メモリと通信しているプロセッサとを備え、前記プロセッサが、
　　複数のコンポーネントキャリアのうちの少なくとも1つのコンポーネントキャリアの
少なくとも1つのスロットの中で、ネットワークエンティティからスロットフォーマット
インジケータをユーザ機器(UE)において受信することであって、前記少なくとも1つのコ
ンポーネントキャリアが、グループ共通物理ダウンリンク制御チャネル(PDCCH)を含み、
前記グループ共通PDCCH内の前記スロットフォーマットインジケータが、前記複数のコン
ポーネントキャリアからの1つまたは複数の他のコンポーネントキャリア用の少なくとも
スロット構造情報を示すことと、
　　前記1つまたは複数の他のコンポーネントキャリア用の前記少なくともスロット構造
情報を使用して前記ネットワークエンティティと通信することとを行うように構成される
、
　装置。
【請求項１９】
　ワイヤレス通信のためにプロセッサによって実行可能なコンピュータコードを記憶する
コンピュータ可読媒体であって、
　複数のコンポーネントキャリアのうちの少なくとも1つのコンポーネントキャリアの少
なくとも1つのスロットの中で、ネットワークエンティティからスロットフォーマットイ
ンジケータをユーザ機器(UE)において受信するためのコードであって、前記少なくとも1
つのコンポーネントキャリアが、グループ共通物理ダウンリンク制御チャネル(PDCCH)を
含み、前記グループ共通PDCCH内の前記スロットフォーマットインジケータが、前記複数
のコンポーネントキャリアからの1つまたは複数の他のコンポーネントキャリア用の少な
くともスロット構造情報を示す、コードと、
　前記1つまたは複数の他のコンポーネントキャリア用の前記少なくともスロット構造情
報を使用して前記ネットワークエンティティと通信するためのコードと
　を備えるコンピュータ可読媒体。
【請求項２０】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　複数のコンポーネントキャリアのうちの少なくとも1つのコンポーネントキャリアの少
なくとも1つのスロットの中で、ネットワークエンティティからスロットフォーマットイ
ンジケータをユーザ機器(UE)において受信するための手段であって、前記少なくとも1つ
のコンポーネントキャリアが、グループ共通物理ダウンリンク制御チャネル(PDCCH)を含
み、前記グループ共通PDCCH内の前記スロットフォーマットインジケータが、前記複数の
コンポーネントキャリアからの1つまたは複数の他のコンポーネントキャリア用の少なく
ともスロット構造情報を示す、手段と、
　前記1つまたは複数の他のコンポーネントキャリア用の前記少なくともスロット構造情
報を使用して前記ネットワークエンティティと通信するための手段と
　を備える装置。
【請求項２１】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　複数のコンポーネントキャリアのうちの少なくとも1つのコンポーネントキャリアに対
するスロットフォーマットインジケータをネットワークエンティティにおいて生成するス
テップであって、前記少なくとも1つのコンポーネントキャリアが、グループ共通物理ダ
ウンリンク制御チャネル(PDCCH)を含み、前記グループ共通PDCCH内の前記スロットフォー
マットインジケータが、前記複数のコンポーネントキャリアからの1つまたは複数の他の
コンポーネントキャリア用の少なくともスロット構造情報を示す、ステップと、
　前記少なくとも1つのコンポーネントキャリアの少なくとも1つのスロットの中で前記ス
ロットフォーマットインジケータをユーザ機器(UE)へ前記ネットワークエンティティによ
って送信するステップと、
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　前記1つまたは複数の他のコンポーネントキャリア用の前記少なくともスロット構造情
報を使用して前記UEと通信するステップと
　を備える方法。
【請求項２２】
　前記少なくとも1つのコンポーネントキャリアに対応するスロット持続時間が、前記1つ
または複数の他のコンポーネントキャリアに対応するスロット持続時間よりも短い、請求
項21に記載の方法。
【請求項２３】
　前記少なくとも1つのコンポーネントキャリアに対応するスロット持続時間が、前記1つ
または複数の他のコンポーネントキャリアに対応するスロット持続時間よりも長い、請求
項21に記載の方法。
【請求項２４】
　前記複数のコンポーネントキャリアからの第2のコンポーネントキャリア上で第2のPDCC
Hを送信することをさらに備え、前記PDCCHが、前記第2のコンポーネントキャリアの少な
くとも1つのスロットに対するスロットフォーマットインジケータを伝達する、請求項21
に記載の方法。
【請求項２５】
　前記スロットフォーマットインジケータが、前記スロットフォーマットインジケータを
搬送する前記少なくとも1つのコンポーネントキャリア用のスロット構造情報をさらに示
す、請求項21に記載の方法。
【請求項２６】
　前記少なくとも1つのコンポーネントキャリアの少なくとも第2のスロットの中で第2の
スロットフォーマットインジケータを前記ネットワークエンティティによって送信するス
テップをさらに備え、前記第2のスロットフォーマットインジケータが、前記少なくとも1
つのコンポーネントキャリア用のスロット構造情報を示す、請求項21に記載の方法。
【請求項２７】
　前記スロットフォーマットインジケータが、前記1つまたは複数の他のコンポーネント
キャリアおよび前記少なくとも1つのコンポーネントキャリアの複数のスロットに対する
それぞれのスロット構造をさらに示す、請求項21に記載の方法。
【請求項２８】
　前記少なくとも1つのコンポーネントキャリアおよび前記1つまたは複数の他のコンポー
ネントキャリアが異なるヌメロロジーを有する、請求項21に記載の方法。
【請求項２９】
　前記1つまたは複数の他のコンポーネントキャリアに対するチャネル状態情報(CSI)測定
をトリガするための指示を前記ネットワークエンティティによって送信するステップであ
って、前記指示が、前記少なくとも1つのコンポーネントキャリアのスロットの中で受信
されるダウンリンク制御情報(DCI)内に含まれる、ステップと、
　前記1つまたは複数の他のコンポーネントキャリアに対するCSI測定値を前記ネットワー
クエンティティにおいて受信するステップであって、前記CSI測定値が、測定構成に基づ
いて前記UEによって決定される、ステップと
　をさらに備える、請求項21に記載の方法。
【請求項３０】
　前記少なくとも1つのコンポーネントキャリアの少なくとも1つのスロットの中でアップ
リンク制御情報(UCI)を前記ネットワークエンティティにおいて受信するステップをさら
に備え、前記UCIが、前記1つまたは複数の他のコンポーネントキャリア用のアップリンク
情報を含む、請求項21に記載の方法。
【請求項３１】
　前記UCIが、肯定応答信号、否定応答信号、スケジューリング要求、チャネル品質イン
ジケータ(CQI)、またはチャネル状態情報(CSI)のうちの少なくとも1つに対応する、請求
項30に記載の方法。
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【請求項３２】
　前記UCIを受信するステップが、物理アップリンク制御チャネル(PUCCH)の中で前記UCI
を受信するステップをさらに備え、前記UCIが、スロットのサブセットの中で反復または
受信され得る、請求項30に記載の方法。
【請求項３３】
　装置であって、
　メモリと、
　前記メモリと通信しているプロセッサとを備え、前記プロセッサが、
　　複数のコンポーネントキャリアのうちの少なくとも1つのコンポーネントキャリアに
対するスロットフォーマットインジケータをネットワークエンティティにおいて生成する
ことであって、前記少なくとも1つのコンポーネントキャリアが、グループ共通物理ダウ
ンリンク制御チャネル(PDCCH)を含み、前記グループ共通PDCCH内の前記スロットフォーマ
ットインジケータが、前記複数のコンポーネントキャリアからの1つまたは複数の他のコ
ンポーネントキャリア用の少なくともスロット構造情報を示すことと、
　　前記少なくとも1つのコンポーネントキャリアの少なくとも1つのスロットの中で前記
スロットフォーマットインジケータをユーザ機器(UE)へ前記ネットワークエンティティに
よって送信することと、
　　前記1つまたは複数の他のコンポーネントキャリア用の前記少なくともスロット構造
情報を使用して前記UEと通信することとを行うように構成される、
　装置。
【請求項３４】
　前記少なくとも1つのコンポーネントキャリアに対応するスロット持続時間が、前記1つ
または複数の他のコンポーネントキャリアに対応するスロット持続時間よりも短い、請求
項33に記載の装置。
【請求項３５】
　前記少なくとも1つのコンポーネントキャリアに対応するスロット持続時間が、前記1つ
または複数の他のコンポーネントキャリアに対応するスロット持続時間よりも長い、請求
項33に記載の装置。
【請求項３６】
　前記プロセッサが、前記複数のコンポーネントキャリアからの第2のコンポーネントキ
ャリア上で第2のPDCCHを送信するように構成され、前記PDCCHが、前記第2のコンポーネン
トキャリアの少なくとも1つのスロットに対するスロットフォーマットインジケータを伝
達する、請求項33に記載の装置。
【請求項３７】
　前記スロットフォーマットインジケータが、前記スロットフォーマットインジケータを
搬送する前記少なくとも1つのコンポーネントキャリア用のスロット構造情報をさらに示
す、請求項33に記載の装置。
【請求項３８】
　前記プロセッサが、前記少なくとも1つのコンポーネントキャリアの少なくとも第2のス
ロットの中で第2のスロットフォーマットインジケータを前記ネットワークエンティティ
によって送信するように構成され、前記第2のスロットフォーマットインジケータが、前
記少なくとも1つのコンポーネントキャリア用のスロット構造情報を示す、請求項33に記
載の装置。
【請求項３９】
　前記スロットフォーマットインジケータが、前記1つまたは複数の他のコンポーネント
キャリアおよび前記少なくとも1つのコンポーネントキャリアの複数のスロットに対する
それぞれのスロット構造をさらに示す、請求項33に記載の装置。
【請求項４０】
　前記少なくとも1つのコンポーネントキャリアおよび前記1つまたは複数の他のコンポー
ネントキャリアが異なるヌメロロジーを有する、請求項33に記載の装置。
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【請求項４１】
　前記プロセッサが、
　前記1つまたは複数の他のコンポーネントキャリアに対するチャネル状態情報(CSI)測定
をトリガするための指示を前記ネットワークエンティティによって送信することであって
、前記指示が、前記少なくとも1つのコンポーネントキャリアのスロットの中で受信され
るダウンリンク制御情報(DCI)内に含まれることと、
　前記1つまたは複数の他のコンポーネントキャリアに対するCSI測定値を前記ネットワー
クエンティティにおいて受信することであって、前記CSI測定値が、測定構成に基づいて
前記UEによって決定されることとを行うように構成される、
　請求項33に記載の装置。
【請求項４２】
　前記プロセッサが、前記少なくとも1つのコンポーネントキャリアの少なくとも1つのス
ロットの中でアップリンク制御情報(UCI)を前記ネットワークエンティティにおいて受信
するように構成され、前記UCIが、前記1つまたは複数の他のコンポーネントキャリア用の
アップリンク情報を含む、請求項33に記載の装置。
【請求項４３】
　前記UCIが、肯定応答信号、否定応答信号、スケジューリング要求、チャネル品質イン
ジケータ(CQI)、またはチャネル状態情報(CSI)のうちの少なくとも1つに対応する、請求
項42に記載の装置。
【請求項４４】
　前記UCIを受信するように構成された前記プロセッサが、物理アップリンク制御チャネ
ル(PUCCH)の中で前記UCIを受信するようにさらに構成され、前記UCIが、スロットのサブ
セットの中で反復または受信され得る、請求項42に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本特許出願は、本出願の譲受人に譲渡され、参照により本明細書に明確に組み込まれる
、2018年6月8日に出願された「CARRIER AGGREGATION UNDER DIFFERENT SUBFRAME STRUCTU
RES IN NEW RADIO」と題する米国非仮出願第16/003,753号、および2017年6月16日に出願
された「CARRIER AGGREGATION UNDER DIFFERENT SUBFRAME STRUCTURES IN NEW RADIO」と
題する米国仮出願第62/521,172号の優先権を主張する。
【０００２】
　本開示の態様は、一般に、ワイヤレス通信ネットワークに関し、より詳細には、ニュー
ラジオワイヤレス通信システムにおけるキャリアアグリゲーション中での、コンポーネン
トキャリアのダウンリンクおよびアップリンク制御管理に関する。
【背景技術】
【０００３】
　ワイヤレス通信ネットワークは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、ブ
ロードキャストなどの様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く展開されてい
る。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース(たとえば、時間、周波数、およ
び電力)を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な、多
元接続システムであり得る。そのような多元接続システムの例は、符号分割多元接続(CDM
A)システム、時分割多元接続(TDMA)システム、周波数分割多元接続(FDMA)システム、直交
周波数分割多元接続(OFDMA)システム、およびシングルキャリア周波数分割多元接続(SC-F
DMA)システムを含む。
【０００４】
　これらの多元接続技術は、異なるワイヤレスデバイスが都市、国家、地域、さらには地
球規模で通信することを可能にする共通プロトコルを提供するために、様々な電気通信規
格において採用されている。たとえば、(ニューラジオ(NR：New Radio)と呼ばれることが



(8) JP 2020-523850 A 2020.8.6

10

20

30

40

50

ある)第5世代(5G)ワイヤレス通信技術は、現在のモバイルネットワーク世代に関する多様
な使用シナリオおよび適用例を拡張およびサポートするものと想定される。一態様では、
5G通信技術は、マルチメディアコンテンツ、サービス、およびデータにアクセスするため
の人間中心の使用事例に対処する拡張モバイルブロードバンド、レイテンシおよび信頼性
に対するいくつかの仕様を有する超高信頼低レイテンシ通信(URLLC：Ultra-Reliable-Low
 Latency Communication)、ならびに接続された極めて多数のデバイスおよび比較的少量
の非遅延敏感情報の送信を可能にできるマッシブマシンタイプ通信を含むことができる。
しかしながら、モバイルブロードバンドアクセスに対する需要が増大し続けるにつれて、
NR通信技術以降におけるさらなる改善が望まれることがある。
【０００５】
　たとえば、NR通信技術以降に対して、キャリアアグリゲーション中での、コンポーネン
トキャリアのダウンリンクおよびアップリンク制御管理における改善が望まれることがあ
る。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　以下は、1つまたは複数の態様の基本的理解を与えるために、そのような態様の簡略化
された概要を提示する。本概要は、すべての企図される態様の包括的な概説ではなく、す
べての態様の主要または重要な要素を識別するものでもなく、いずれかまたはすべての態
様の範囲を定めるものでもない。その唯一の目的は、後で提示されるより詳細な説明の前
置きとして、1つまたは複数の態様のいくつかの概念を簡略化された形で提示することで
ある。
【０００７】
　一態様によれば、ワイヤレス通信のためのキャリアアグリゲーション中での、コンポー
ネントキャリアのダウンリンクおよびアップリンク制御管理の方法が説明される。説明す
る態様は、少なくとも1つのコンポーネントキャリアに対するスロットフォーマットイン
ジケータをネットワークエンティティにおいて生成することを含み、各コンポーネントキ
ャリアは、グループ共通物理ダウンリンク制御チャネル(PDCCH：Physical Downlink Cont
rol CHannel)を含み、スロットフォーマットインジケータは、グループ共通PDCCH内の1つ
または複数の他のコンポーネントキャリア用の少なくともスロット構造情報を示す。説明
する態様は、少なくとも1つのコンポーネントキャリアの少なくとも1つのスロットの中で
スロットフォーマットインジケータをユーザ機器(UE)へ送信することをさらに含む。
【０００８】
　一態様では、ワイヤレス通信のためのキャリアアグリゲーション中での、コンポーネン
トキャリアのダウンリンクおよびアップリンク制御管理のための装置は、トランシーバと
、メモリと、メモリに結合された少なくとも1つのプロセッサとを含んでよく、プロセッ
サは、少なくとも1つのコンポーネントキャリアに対するスロットフォーマットインジケ
ータをネットワークエンティティにおいて生成するように構成され、各コンポーネントキ
ャリアは、グループ共通PDCCHを含み、スロットフォーマットインジケータは、グループ
共通PDCCH内の1つまたは複数の他のコンポーネントキャリア用の少なくともスロット構造
情報を示す。説明する態様は、少なくとも1つのコンポーネントキャリアの少なくとも1つ
のスロットの中でスロットフォーマットインジケータをUEへさらに送信する。
【０００９】
　一態様では、ワイヤレス通信のためのキャリアアグリゲーション中での、コンポーネン
トキャリアのダウンリンクおよびアップリンク制御管理のためのコンピュータ実行可能コ
ードを記憶し得るコンピュータ可読媒体が説明される。説明する態様は、少なくとも1つ
のコンポーネントキャリアに対するスロットフォーマットインジケータをネットワークエ
ンティティにおいて生成するためのコードを含み、各コンポーネントキャリアは、グルー
プ共通PDCCHを含み、スロットフォーマットインジケータは、グループ共通PDCCH内の1つ
または複数の他のコンポーネントキャリア用の少なくともスロット構造情報を示す。説明
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する態様は、少なくとも1つのコンポーネントキャリアの少なくとも1つのスロットの中で
スロットフォーマットインジケータをUEへ送信するためのコードをさらに含む。
【００１０】
　一態様では、ワイヤレス通信のためのキャリアアグリゲーション中での、コンポーネン
トキャリアのダウンリンクおよびアップリンク制御管理のための装置が説明される。説明
する態様は、少なくとも1つのコンポーネントキャリアに対するスロットフォーマットイ
ンジケータをネットワークエンティティにおいて生成するための手段を含み、各コンポー
ネントキャリアは、グループ共通PDCCHを含み、スロットフォーマットインジケータは、
グループ共通PDCCH内の1つまたは複数の他のコンポーネントキャリア用の少なくともスロ
ット構造情報を示す。説明する態様は、少なくとも1つのコンポーネントキャリアの少な
くとも1つのスロットの中でスロットフォーマットインジケータをUEへ送信するための手
段をさらに含む。
【００１１】
　別の態様によれば、ワイヤレス通信のためのキャリアアグリゲーション中での、コンポ
ーネントキャリアのダウンリンクおよびアップリンク制御管理の方法が説明される。説明
する態様は、異なるヌメロロジーを有する2つ以上のコンポーネントキャリアに対するク
ロスキャリアスケジューリングが可能であるかどうかをネットワークエンティティにおい
て決定することを含む。説明する態様は、クロスキャリアスケジューリングが可能である
という決定に基づいて、2つ以上のコンポーネントキャリアのうちの少なくとも1つのため
の少なくとも1つのダウンリンク制御情報(DCI：Downlink Control Information)を生成す
ることをさらに含み、DCIは、2つ以上のコンポーネントキャリアのうちの1つまたは複数
の他のコンポーネントキャリア用の少なくともスロット構造情報を示す。説明する態様は
、2つ以上のコンポーネントキャリアのうちの少なくとも1つの少なくとも1つのスロット
の中で少なくとも1つのDCIをUEへ送信することをさらに含む。
【００１２】
　一態様では、ワイヤレス通信のためのキャリアアグリゲーション中での、コンポーネン
トキャリアのダウンリンクおよびアップリンク制御管理のための装置は、トランシーバと
、メモリと、メモリに結合された少なくとも1つのプロセッサとを含んでよく、プロセッ
サは、異なるヌメロロジーを有する2つ以上のコンポーネントキャリアに対するクロスキ
ャリアスケジューリングが可能であるかどうかをネットワークエンティティにおいて決定
するように構成される。説明する態様は、クロスキャリアスケジューリングが可能である
という決定に基づいて、2つ以上のコンポーネントキャリアのうちの少なくとも1つのため
の少なくとも1つのDCIをさらに生成し、DCIは、2つ以上のコンポーネントキャリアのうち
の1つまたは複数の他のコンポーネントキャリア用の少なくともスロット構造情報を示す
。説明する態様は、2つ以上のコンポーネントキャリアのうちの少なくとも1つの少なくと
も1つのスロットの中で少なくとも1つのDCIをUEへさらに送信する。
【００１３】
　一態様では、ワイヤレス通信のためのキャリアアグリゲーション中での、コンポーネン
トキャリアのダウンリンクおよびアップリンク制御管理のためのコンピュータ実行可能コ
ードを記憶し得るコンピュータ可読媒体が説明される。説明する態様は、異なるヌメロロ
ジーを有する2つ以上のコンポーネントキャリアに対するクロスキャリアスケジューリン
グが可能であるかどうかをネットワークエンティティにおいて決定するためのコードを含
む。説明する態様は、クロスキャリアスケジューリングが可能であるという決定に基づい
て、2つ以上のコンポーネントキャリアのうちの少なくとも1つのための少なくとも1つのD
CIを生成するためのコードをさらに含み、DCIは、2つ以上のコンポーネントキャリアのう
ちの1つまたは複数の他のコンポーネントキャリア用の少なくともスロット構造情報を示
す。説明する態様は、2つ以上のコンポーネントキャリアのうちの少なくとも1つの少なく
とも1つのスロットの中で少なくとも1つのDCIをUEへ送信するためのコードをさらに含む
。
【００１４】
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　一態様では、ワイヤレス通信のためのキャリアアグリゲーション中での、コンポーネン
トキャリアのダウンリンクおよびアップリンク制御管理のための装置が説明される。説明
する態様は、異なるヌメロロジーを有する2つ以上のコンポーネントキャリアに対するク
ロスキャリアスケジューリングが可能であるかどうかをネットワークエンティティにおい
て決定するための手段を含む。説明する態様は、クロスキャリアスケジューリングが可能
であるという決定に基づいて、2つ以上のコンポーネントキャリアのうちの少なくとも1つ
のための少なくとも1つのDCIを生成するための手段をさらに含み、DCIは、2つ以上のコン
ポーネントキャリアのうちの1つまたは複数の他のコンポーネントキャリア用の少なくと
もスロット構造情報を示す。説明する態様は、2つ以上のコンポーネントキャリアのうち
の少なくとも1つの少なくとも1つのスロットの中で少なくとも1つのDCIをUEへ送信するた
めの手段をさらに含む。
【００１５】
　別の態様によれば、ワイヤレス通信のためのキャリアアグリゲーション中での、コンポ
ーネントキャリアのダウンリンクおよびアップリンク制御管理の方法が説明される。説明
する態様は、少なくとも2つ以上のコンポーネントキャリアの中でのチャネル状態情報(CS
I：Channel State Information)測定をトリガするための指示をUEにおいて受信すること
を含み、指示は、少なくとも2つ以上のコンポーネントキャリアのうちの1つのスロットの
中で受信されるDCI内に含まれる。説明する態様は、少なくとも2つ以上のコンポーネント
キャリアの中でCSI測定を実行するための測定構成を決定することをさらに含む。説明す
る態様は、測定構成に基づいて少なくとも2つ以上のコンポーネントキャリアの中でCSI測
定を実行することをさらに含む。説明する態様は、少なくとも2つ以上のコンポーネント
キャリアに対するCSI測定値をネットワークエンティティへ送信することをさらに含む。
【００１６】
　一態様では、ワイヤレス通信のためのキャリアアグリゲーション中での、コンポーネン
トキャリアのダウンリンクおよびアップリンク制御管理のための装置は、トランシーバと
、メモリと、メモリに結合された少なくとも1つのプロセッサとを含んでよく、プロセッ
サは、少なくとも2つ以上のコンポーネントキャリアの中でのCSI測定をトリガするための
指示をUEにおいて受信するように構成され、指示は、少なくとも2つ以上のコンポーネン
トキャリアのうちの1つのスロットの中で受信されるDCI内に含まれる。説明する態様は、
少なくとも2つ以上のコンポーネントキャリアの中でCSI測定を実行するための測定構成を
さらに決定する。説明する態様は、測定構成に基づいて少なくとも2つ以上のコンポーネ
ントキャリアの中でCSI測定をさらに実行する。説明する態様は、少なくとも2つ以上のコ
ンポーネントキャリアに対するCSI測定値をネットワークエンティティへさらに送信する
。
【００１７】
　一態様では、ワイヤレス通信のためのキャリアアグリゲーション中での、コンポーネン
トキャリアのダウンリンクおよびアップリンク制御管理のためのコンピュータ実行可能コ
ードを記憶し得るコンピュータ可読媒体が説明される。説明する態様は、少なくとも2つ
以上のコンポーネントキャリアの中でのCSI測定をトリガするための指示をUEにおいて受
信するためのコードを含み、指示は、少なくとも2つ以上のコンポーネントキャリアのう
ちの1つのスロットの中で受信されるDCI内に含まれる。説明する態様は、少なくとも2つ
以上のコンポーネントキャリアの中でCSI測定を実行するための測定構成を決定するため
のコードをさらに含む。説明する態様は、測定構成に基づいて少なくとも2つ以上のコン
ポーネントキャリアの中でCSI測定を実行するためのコードをさらに含む。説明する態様
は、少なくとも2つ以上のコンポーネントキャリアに対するCSI測定値をネットワークエン
ティティへ送信するためのコードをさらに含む。
【００１８】
　一態様では、ワイヤレス通信のためのキャリアアグリゲーション中での、コンポーネン
トキャリアのダウンリンクおよびアップリンク制御管理のための装置が説明される。説明
する態様は、少なくとも2つ以上のコンポーネントキャリアの中でのCSI測定をトリガする
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ための指示をUEにおいて受信するための手段を含み、指示は、少なくとも2つ以上のコン
ポーネントキャリアのうちの1つのスロットの中で受信されるDCI内に含まれる。説明する
態様は、少なくとも2つ以上のコンポーネントキャリアの中でCSI測定を実行するための測
定構成を決定するための手段をさらに含む。説明する態様は、測定構成に基づいて少なく
とも2つ以上のコンポーネントキャリアの中でCSI測定を実行するための手段をさらに含む
。説明する態様は、少なくとも2つ以上のコンポーネントキャリアに対するCSI測定値をネ
ットワークエンティティへ送信するための手段をさらに含む。
【００１９】
　別の態様によれば、ワイヤレス通信のためのキャリアアグリゲーション中での、コンポ
ーネントキャリアのダウンリンクおよびアップリンク制御管理の方法が説明される。説明
する態様は、少なくとも1つのコンポーネントキャリア用のアップリンク制御情報(UCI：U
plink Control Information)をUEにおいて生成することを含み、UCIは、少なくとも1つま
たは複数の他のコンポーネントキャリア用のアップリンク情報を含む。説明する態様は、
少なくとも1つのコンポーネントキャリアの少なくとも1つのスロットの中でUCIをネット
ワークエンティティへ送信することをさらに含む。
【００２０】
　一態様では、ワイヤレス通信のためのキャリアアグリゲーション中での、コンポーネン
トキャリアのダウンリンクおよびアップリンク制御管理のための装置は、トランシーバと
、メモリと、メモリに結合された少なくとも1つのプロセッサとを含んでよく、プロセッ
サは、少なくとも1つのコンポーネントキャリア用のUCIをUEにおいて生成するように構成
され、UCIは、少なくとも1つまたは複数の他のコンポーネントキャリア用のアップリンク
情報を含む。説明する態様は、少なくとも1つのコンポーネントキャリアの少なくとも1つ
のスロットの中でUCIをネットワークエンティティへさらに送信する。
【００２１】
　一態様では、ワイヤレス通信のためのキャリアアグリゲーション中での、コンポーネン
トキャリアのダウンリンクおよびアップリンク制御管理のためのコンピュータ実行可能コ
ードを記憶し得るコンピュータ可読媒体が説明される。説明する態様は、少なくとも1つ
のコンポーネントキャリア用のUCIをUEにおいて生成するためのコードを含み、UCIは、少
なくとも1つまたは複数の他のコンポーネントキャリア用のアップリンク情報を含む。説
明する態様は、少なくとも1つのコンポーネントキャリアの少なくとも1つのスロットの中
でUCIをネットワークエンティティへ送信するためのコードをさらに含む。
【００２２】
　一態様では、ワイヤレス通信のためのキャリアアグリゲーション中での、コンポーネン
トキャリアのダウンリンクおよびアップリンク制御管理のための装置が説明される。説明
する態様は、少なくとも1つのコンポーネントキャリア用のアップリンク制御情報(UCI)を
UEにおいて生成するための手段を含み、UCIは、少なくとも1つまたは複数の他のコンポー
ネントキャリア用のアップリンク情報を含む。説明する態様は、少なくとも1つのコンポ
ーネントキャリアの少なくとも1つのスロットの中でUCIをネットワークエンティティへ送
信するための手段をさらに含む。
【００２３】
　別の態様によれば、ワイヤレス通信のためのキャリアアグリゲーション中での、コンポ
ーネントキャリアのダウンリンクおよびアップリンク制御管理の方法が説明される。説明
する態様は、コンポーネントキャリアの1つまたは複数のキャリア特性に基づいてコンポ
ーネントキャリアをタイミングアドバンスグループにネットワークエンティティにおいて
割り当てることを含み、タイミングアドバンスグループは、1つまたは複数のコンポーネ
ントキャリア、および1つまたは複数のコンポーネントキャリアの各々に関連するタイミ
ングアドバンスオフセットを含む。説明する態様は、コンポーネントキャリアに関連する
タイミングアドバンスオフセットをUEへ送信することをさらに含む。
【００２４】
　一態様では、ワイヤレス通信のためのキャリアアグリゲーション中での、コンポーネン
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トキャリアのダウンリンクおよびアップリンク制御管理のための装置は、トランシーバと
、メモリと、メモリに結合された少なくとも1つのプロセッサとを含んでよく、プロセッ
サは、コンポーネントキャリアの1つまたは複数のキャリア特性に基づいてコンポーネン
トキャリアをタイミングアドバンスグループにネットワークエンティティにおいて割り当
てるように構成され、タイミングアドバンスグループは、1つまたは複数のコンポーネン
トキャリア、および1つまたは複数のコンポーネントキャリアの各々に関連するタイミン
グアドバンスオフセットを含む。説明する態様は、コンポーネントキャリアに関連するタ
イミングアドバンスオフセットをUEへさらに送信する。
【００２５】
　一態様では、ワイヤレス通信のためのキャリアアグリゲーション中での、コンポーネン
トキャリアのダウンリンクおよびアップリンク制御管理のためのコンピュータ実行可能コ
ードを記憶し得るコンピュータ可読媒体が説明される。説明する態様は、コンポーネント
キャリアの1つまたは複数のキャリア特性に基づいてコンポーネントキャリアをタイミン
グアドバンスグループにネットワークエンティティにおいて割り当てるためのコードを含
み、タイミングアドバンスグループは、1つまたは複数のコンポーネントキャリア、およ
び1つまたは複数のコンポーネントキャリアの各々に関連するタイミングアドバンスオフ
セットを含む。説明する態様は、コンポーネントキャリアに関連するタイミングアドバン
スオフセットをUEへ送信するためのコードをさらに含む。
【００２６】
　一態様では、ワイヤレス通信のためのキャリアアグリゲーション中での、コンポーネン
トキャリアのダウンリンクおよびアップリンク制御管理のための装置が説明される。説明
する態様は、コンポーネントキャリアの1つまたは複数のキャリア特性に基づいてコンポ
ーネントキャリアをタイミングアドバンスグループにネットワークエンティティにおいて
割り当てるための手段を含み、タイミングアドバンスグループは、1つまたは複数のコン
ポーネントキャリア、および1つまたは複数のコンポーネントキャリアの各々に関連する
タイミングアドバンスオフセットを含む。説明する態様は、コンポーネントキャリアに関
連するタイミングアドバンスオフセットをUEへ送信するための手段をさらに含む。
【００２７】
　別の態様によれば、ワイヤレス通信のためのキャリアアグリゲーション中での、コンポ
ーネントキャリアのダウンリンクおよびアップリンク制御管理の方法が説明される。説明
する態様は、複数のコンポーネントキャリアのうちの少なくとも1つのコンポーネントキ
ャリアの少なくとも1つのスロットの中で、ネットワークエンティティからスロットフォ
ーマットインジケータをUEにおいて受信することを含み、ここで、少なくとも1つのコン
ポーネントキャリアは、グループ共通PDCCHを含み、グループ共通PDCCH内のスロットフォ
ーマットインジケータは、複数のコンポーネントキャリアからの1つまたは複数の他のコ
ンポーネントキャリア用の少なくともスロット構造情報を示す。説明する態様は、1つま
たは複数の他のコンポーネントキャリア用の少なくともスロット構造情報を使用してネッ
トワークエンティティと通信することをさらに含む。
【００２８】
　一態様では、ワイヤレス通信のためのキャリアアグリゲーション中での、コンポーネン
トキャリアのダウンリンクおよびアップリンク制御管理のための装置は、トランシーバと
、メモリと、メモリに結合された少なくとも1つのプロセッサとを含んでよく、プロセッ
サは、複数のコンポーネントキャリアのうちの少なくとも1つのコンポーネントキャリア
の少なくとも1つのスロットの中で、ネットワークエンティティからスロットフォーマッ
トインジケータをUEにおいて受信するように構成され、ここで、少なくとも1つのコンポ
ーネントキャリアは、グループ共通PDCCHを含み、グループ共通PDCCH内のスロットフォー
マットインジケータは、複数のコンポーネントキャリアからの1つまたは複数の他のコン
ポーネントキャリア用の少なくともスロット構造情報を示す。説明する態様は、1つまた
は複数の他のコンポーネントキャリア用の少なくともスロット構造情報を使用してネット
ワークエンティティとさらに通信する。
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【００２９】
　一態様では、ワイヤレス通信のためのキャリアアグリゲーション中での、コンポーネン
トキャリアのダウンリンクおよびアップリンク制御管理のためのコンピュータ実行可能コ
ードを記憶し得るコンピュータ可読媒体が説明される。説明する態様は、複数のコンポー
ネントキャリアのうちの少なくとも1つのコンポーネントキャリアの少なくとも1つのスロ
ットの中で、ネットワークエンティティからスロットフォーマットインジケータをUEにお
いて受信するためのコードを含み、ここで、少なくとも1つのコンポーネントキャリアは
、グループ共通PDCCHを含み、グループ共通PDCCH内のスロットフォーマットインジケータ
は、複数のコンポーネントキャリアからの1つまたは複数の他のコンポーネントキャリア
用の少なくともスロット構造情報を示す。説明する態様は、1つまたは複数の他のコンポ
ーネントキャリア用の少なくともスロット構造情報を使用してネットワークエンティティ
と通信するためのコードをさらに含む。
【００３０】
　一態様では、ワイヤレス通信のためのキャリアアグリゲーション中での、コンポーネン
トキャリアのダウンリンクおよびアップリンク制御管理のための装置が説明される。説明
する態様は、複数のコンポーネントキャリアのうちの少なくとも1つのコンポーネントキ
ャリアの少なくとも1つのスロットの中で、ネットワークエンティティからスロットフォ
ーマットインジケータをUEにおいて受信するための手段を含み、ここで、少なくとも1つ
のコンポーネントキャリアは、グループ共通PDCCHを含み、グループ共通PDCCH内のスロッ
トフォーマットインジケータは、複数のコンポーネントキャリアからの1つまたは複数の
他のコンポーネントキャリア用の少なくともスロット構造情報を示す。説明する態様は、
1つまたは複数の他のコンポーネントキャリア用の少なくともスロット構造情報を使用し
てネットワークエンティティと通信するための手段をさらに含む。
【００３１】
　上記の目的および関係する目的の達成のために、1つまたは複数の態様は、以下で十分
に説明するとともに特に特許請求の範囲で指摘する特徴を備える。以下の説明および添付
の図面は、1つまたは複数の態様のいくつかの例示的な特徴を詳細に記載している。しか
しながら、これらの特徴は、様々な態様の原理が採用され得る様々な方法のうちのいくつ
かを示すものにすぎず、本説明は、そのようなすべての態様およびそれらの均等物を含む
ものとする。
【００３２】
　開示する態様は、開示する態様を限定するためではなく例示するために提供される添付
の図面に関して以下で説明され、同様の名称は同様の要素を示す。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】コンポーネントキャリアのダウンリンク制御を管理するように構成されたダウン
リンク制御管理構成要素を有する少なくとも1つの基地局、およびコンポーネントキャリ
アのアップリンク制御を管理するように構成されたアップリンク制御管理構成要素を有す
る少なくとも1つのUEを含む、ワイヤレス通信ネットワークの一例の概略図である。
【図２】異なるヌメロロジーを有する少なくとも2つのコンポーネントキャリアに対する
例示的なダウンリンクセントリックスロット構造の概念図である。
【図３】複数の時分割複信(TDD)ダウンリンクおよびアップリンクスロットに対する例示
的なスロット構造の概念図である。
【図４】グループ共通PDCCHおよび異なるヌメロロジーを有する複数のコンポーネントキ
ャリアに対するクロスキャリアインジケータの送信中の、例示的なダウンリンクセントリ
ックスロット構造の概念図である。
【図５】グループ共通PDCCHおよび異なるヌメロロジーを有する複数のコンポーネントキ
ャリアに対するクロスキャリアインジケータの送信中の、例示的なダウンリンクセントリ
ックスロット構造の概念図である。
【図６】異なるヌメロロジーを有する複数のコンポーネントキャリアに対するクロスキャ
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リアインジケータの送信中の、例示的なダウンリンクセントリックスロット構造の概念図
である。
【図７】異なるヌメロロジーを有する複数のコンポーネントキャリア用のUCIの送信中の
、例示的なダウンリンクセントリックスロット構造の概念図である。
【図８】異なるヌメロロジーを有する複数のコンポーネントキャリア用のUCIの送信中の
、例示的なダウンリンクセントリックスロット構造の概念図である。
【図９】スロットフォーマットインジケータを使用する、ネットワークエンティティにお
けるダウンリンク制御管理の方法の一例のフロー図である。
【図１０】DCIを使用する、ネットワークエンティティにおけるダウンリンク制御管理の
方法の一例のフロー図である。
【図１１】UEにおけるCSI管理の方法の一例のフロー図である。
【図１２】UEにおいてUCIを管理する方法の一例のフロー図である。
【図１３】ネットワークエンティティにおけるアップリンクタイミングアドバンス管理の
方法の一例のフロー図である。
【図１４】スロットフォーマットインジケータを使用する、UEにおけるダウンリンク制御
管理の方法の一例のフロー図である。
【図１５】スロットフォーマットインジケータを使用する、基地局におけるダウンリンク
制御管理の方法の一例のフロー図である。
【図１６】図1のUEの例示的な構成要素の概略図である。
【図１７】図1の基地局の例示的な構成要素の概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００３４】
　次に、図面を参照しながら様々な態様が説明される。以下の説明では、説明の目的で、
1つまたは複数の態様の完全な理解を与えるために数多くの具体的な詳細が記載される。
しかしながら、そのような態様がこれらの具体的な詳細なしに実践され得ることは明らか
であり得る。追加として、本明細書で使用する「構成要素」という用語は、システムを構
成する部分の1つであってよく、ハードウェア、ファームウェア、および/またはコンピュ
ータ可読媒体上に記憶されるソフトウェアであってよく、他の構成要素に分割されてもよ
い。
【００３５】
　本開示は、一般に、ニューラジオワイヤレス通信システムにおけるキャリアアグリゲー
ション中での、コンポーネントキャリアのダウンリンクおよびアップリンク制御管理に関
する。一例では、現在のLTEキャリアアグリゲーション構成は、周波数分割複信(FDD)+FDD
(Rel-10)、時分割複信(TDD)+同じサブフレーム構成のTDD(Rel-10)、TDD+異なるサブフレ
ーム構成のTDD(Rel-11)、FDD+TDD(Rel-12)、およびキャリアアグリゲーションにおける5
～32本のコンポーネントキャリア(Rel-13)を含む。ダウンリンクの場合は特に、同じキャ
リアおよびクロスキャリアのスケジューリングが行われる。このことは、Pcell専用(デュ
アル接続性におけるpScell)共通探索空間(CSS：Common Search Space)監視、チャネル状
態情報(CSI)測定、報告、処理制限、衝突ハンドリングなどを含む(たとえば、物理制御フ
ォーマットインジケータチャネル(PCFICH：Physical Control Format Indicator CHannel
)/物理ハイブリッドARQインジケータチャネル(PHICH：Physical Hybrid-ARQ Indicator C
Hannel)、より穏やかなバッファ管理)。アップリンクの場合、このことは、Pcell専用(デ
ュアル物理アップリンク制御チャネル(PUCCH：Physical Uplink Control CHannel)キャリ
アアグリゲーションまたはデュアル接続性におけるpScell)PUCCH送信、様々なPUCCHフォ
ーマット(1/2/3/4/5)、UCIハンドリングのための単一PUSCHなどを含む(たとえば、SRS/PU
CCH//物理アップリンク共有チャネル(PUSCH：Physical Uplink Shared CHannel)/複数の
タイミングアドバンスグループ(TAG：Timing Advance Group)/など)。したがって、LTEキ
ャリアアグリゲーションに対して、同じサブフレーム構造およびヌメロロジーが使用され
る。その上、LTE Rel-14では、sTTIの導入によりsTTIを用いた1msのキャリアアグリゲー
ションが可能になる。
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【００３６】
　したがって、ニューラジオワイヤレス通信システムの場合、異なるスロット持続時間お
よびヌメロロジーを利用する必要がある。たとえば、ニューラジオワイヤレス通信システ
ムは、サブ6GHzおよび/またはミリ波などの幅広いキャリア周波数をカバーする必要があ
る。さらに、ニューラジオワイヤレス通信システムは、0.5msスロット、0.25msスロット
などの、異なるスロット持続時間を必要とする。その上、ニューラジオワイヤレス通信シ
ステムは、15kHz、30kHz、60kHz、120kHzなどの、異なるヌメロロジー/トーン間隔を必要
とする。したがって、ニューラジオワイヤレス通信システム用のキャリアアグリゲーショ
ンおよびデュアル接続性は、UEのために構成された異なるコンポーネントキャリアにおい
て異なるヌメロロジーに適応する必要がある。
【００３７】
　ネットワーク(たとえば、gNB)における一実装形態では、一例によれば、ワイヤレス通
信の方法は、少なくとも1つのコンポーネントキャリアに対するスロットフォーマットイ
ンジケータをネットワークエンティティ(たとえば、gNB)において生成することであって
、各コンポーネントキャリアが、グループ共通PDCCHを含み、スロットフォーマットイン
ジケータが、グループ共通PDCCH内の1つまたは複数の他のコンポーネントキャリア用の少
なくともスロット構造情報を示すことと、少なくとも1つのコンポーネントキャリアの少
なくとも1つのスロットの中でスロットフォーマットインジケータをUEへ送信することと
を含んでよい。別の方法は、異なるヌメロロジーを有する2つ以上のコンポーネントキャ
リアに対するクロスキャリアスケジューリングが可能であるかどうかをネットワークエン
ティティにおいて決定することと、クロスキャリアスケジューリングが可能であるという
決定に基づいて、2つ以上のコンポーネントキャリアのうちの少なくとも1つのための少な
くとも1つのDCIを生成することであって、DCIが、2つ以上のコンポーネントキャリアのう
ちの1つまたは複数の他のコンポーネントキャリア用の少なくともスロット構造情報を示
すことと、2つ以上のコンポーネントキャリアのうちの少なくとも1つの少なくとも1つの
スロットの中で少なくとも1つのDCIをUEへ送信することとを含んでよい。別の方法は、コ
ンポーネントキャリアの1つまたは複数のキャリア特性に基づいてコンポーネントキャリ
アをタイミングアドバンスグループにネットワークエンティティにおいて割り当てること
であって、タイミングアドバンスグループが、1つまたは複数のコンポーネントキャリア
、および1つまたは複数のコンポーネントキャリアの各々に関連するタイミングアドバン
スオフセットを含むことと、コンポーネントキャリアに関連するタイミングアドバンスオ
フセットをUEへ送信することとを含んでよい。
【００３８】
　UEにおける一実装形態では、ワイヤレス通信の例示的な方法は、少なくとも2つ以上の
コンポーネントキャリアの中でのCSI測定をトリガするための指示をUEにおいて受信する
ことであって、指示が、少なくとも2つ以上のコンポーネントキャリアのうちの1つのスロ
ットの中で受信されるDCI内に含まれることと、少なくとも2つ以上のコンポーネントキャ
リアの中でCSI測定を実行するための測定構成を決定することと、測定構成に基づいて少
なくとも2つ以上のコンポーネントキャリアの中でCSI測定を実行することと、少なくとも
2つ以上のコンポーネントキャリアに対するCSI測定値をネットワークエンティティへ送信
することとを含む。別の方法は、少なくとも1つのコンポーネントキャリア用のUCIをUEに
おいて生成することであって、UCIが、少なくとも1つまたは複数の他のコンポーネントキ
ャリア用のアップリンク情報を含むことと、少なくとも1つのコンポーネントキャリアの
少なくとも1つのスロットの中でUCIをネットワークエンティティへ送信することとを含む
。
【００３９】
　本態様の追加の特徴が、図1～図17に関して以下でより詳細に説明される。
【００４０】
　本明細書で説明する技法が、CDMA、TDMA、FDMA、OFDMA、SC-FDMA、および他のシステム
などの様々なワイヤレス通信ネットワークのために使用され得ることに留意されたい。「
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システム」および「ネットワーク」という用語は、しばしば、互換的に使用される。CDMA
システムは、CDMA2000、ユニバーサル地上波無線アクセス(UTRA)などの無線技術を実装し
得る。CDMA2000は、IS-2000規格、IS-95規格、およびIS-856規格をカバーする。IS-2000
リリース0およびAは、通常、CDMA2000 1X、1Xなどと呼ばれる。IS-856(TIA-856)は、通常
、CDMA2000 1xEV-DO、高速パケットデータ(HRPD)などと呼ばれる。UTRAは、ワイドバンド
CDMA(WCDMA(登録商標))、およびCDMAの他の変形態を含む。TDMAシステムは、モバイル通
信用グローバルシステム(GSM(登録商標))などの無線技術を実装し得る。OFDMAシステムは
、ウルトラモバイルブロードバンド(UMB)、発展型UTRA(E-UTRA)、IEEE802.11(Wi-Fi)、IE
EE802.16(WiMAX)、IEEE802.20、Flash-OFDM(商標)などの無線技術を実装し得る。UTRAお
よびE-UTRAは、ユニバーサル移動体電気通信システム(UMTS)の一部である。3GPPロングタ
ームエボリューション(LTE)およびLTEアドバンスト(LTE-A)は、E-UTRAを使用するUMTSの
新たなリリースである。UTRA、E-UTRA、UMTS、LTE、LTE-A、およびGSM(登録商標)は、「
第3世代パートナーシッププロジェクト」(3GPP)という名称の組織からの文書に記載され
ている。CDMA2000およびUMBは、「第3世代パートナーシッププロジェクト2(3GPP2)」とい
う名称の組織からの文書に記載されている。本明細書で説明する技法は、上述のシステム
および無線技術、ならびに共有無線周波数スペクトル帯域を介したセルラー(たとえば、L
TE)通信を含む他のシステムおよび無線技術のために使用され得る。しかしながら、以下
の説明は例示を目的としてLTE/LTE-Aシステムを説明し、以下の説明の多くにおいてLTE用
語が使用されるが、本技法はLTE/LTE-A適用例以外に(たとえば、5Gネットワークまたは他
の次世代通信システムに)適用可能である。
【００４１】
　以下の説明は例を提供し、特許請求の範囲に記載された範囲、適用可能性、または例を
限定するものではない。本開示の範囲を逸脱することなく、説明する要素の機能および構
成に変更が加えられてよい。様々な例は、適宜に、様々な手順または構成要素を省いてよ
く、置き換えてよく、または加えてもよい。たとえば、説明する方法は説明する順序とは
異なる順序で実行されてよく、様々なステップが加えられてよく、省かれてよく、または
組み合わせられてもよい。また、いくつかの例に関して説明する特徴は、他の例において
組み合わせられてよい。
【００４２】
　図1を参照すると、本開示の様々な態様によれば、例示的なワイヤレス通信ネットワー
ク100は、ニューラジオワイヤレス通信システムにおいてコンポーネントキャリアのアッ
プリンク制御の管理を実行するアップリンク制御管理構成要素150を有するモデム140を伴
う少なくとも1つのUE110を含む。さらに、ワイヤレス通信ネットワーク100は、コンポー
ネントキャリアのダウンリンク制御を管理するように構成されているダウンリンク制御管
理構成要素170を有するモデム160を伴う少なくとも1つの基地局105を含む。
【００４３】
　一態様では、基地局105は、少なくとも1つのコンポーネントキャリアに対するスロット
フォーマットインジケータ172を生成するために、ダウンリンク制御管理構成要素170を実
行してよく、各コンポーネントキャリアは、グループ共通物理ダウンリンク制御チャネル
(PDCCH)を含み、スロットフォーマットインジケータ172は、グループ共通PDCCH内の1つま
たは複数の他のコンポーネントキャリア用の少なくともスロット構造情報を示す。基地局
105および/またはダウンリンク制御管理構成要素170は、少なくとも1つのコンポーネント
キャリアの少なくとも1つのスロットの中でスロットフォーマットインジケータ172を送信
してよい。
【００４４】
　一態様では、基地局105は、異なるヌメロロジーを有する2つ以上のコンポーネントキャ
リアに対するクロスキャリアスケジューリングが可能であるかどうかを決定するために、
ダウンリンク制御管理構成要素170を実行してよい。基地局105は、クロスキャリアスケジ
ューリングが可能であるという決定に基づいて、2つ以上のコンポーネントキャリアのう
ちの少なくとも1つのための少なくとも1つのダウンリンク制御情報(DCI)174を生成するた
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めに、ダウンリンク制御管理構成要素170を実行してよい。DCI174は、2つ以上のコンポー
ネントキャリアのうちの1つまたは複数の他のコンポーネントキャリア用の少なくともス
ロット構造情報を示す。基地局105は、2つ以上のコンポーネントキャリアのうちの少なく
とも1つの少なくとも1つのスロットの中で少なくとも1つのDCI174を送信するために、ダ
ウンリンク制御管理構成要素170を実行してよい。
【００４５】
　一態様では、基地局105は、コンポーネントキャリアの1つまたは複数のキャリア特性に
基づいてコンポーネントキャリアをタイミングアドバンスグループに割り当てるために、
ダウンリンク制御管理構成要素170を実行してよく、タイミングアドバンスグループは、1
つまたは複数のコンポーネントキャリア、および1つまたは複数のコンポーネントキャリ
アの各々に関連するタイミングアドバンスオフセット176を含む。基地局105は、コンポー
ネントキャリアに関連するタイミングアドバンスオフセット176を送信するために、ダウ
ンリンク制御管理構成要素170を実行してよい。
【００４６】
　一態様では、UE110は、少なくとも2つ以上のコンポーネントキャリアの中でのチャネル
状態情報(CSI)測定152をトリガするための指示を受信するために、アップリンク制御管理
構成要素150を実行してよく、指示は、少なくとも2つ以上のコンポーネントキャリアのう
ちの1つのスロットの中で受信されるDCI174内に含まれる。UE110は、少なくとも2つ以上
のコンポーネントキャリアの中でCSI測定152を実行するための測定構成を決定するために
、アップリンク制御管理構成要素150を実行してよい。UE110は、測定構成に基づいて少な
くとも2つ以上のコンポーネントキャリアの中でCSI測定152を実行するために、アップリ
ンク制御管理構成要素150を実行してよい。UE110は、少なくとも2つ以上のコンポーネン
トキャリアに対するCSI測定値152を送信するために、アップリンク制御管理構成要素150
を実行してよい。
【００４７】
　態様では、UE110は、少なくとも1つのコンポーネントキャリア用のアップリンク制御情
報(UCI)154を生成するために、アップリンク制御管理構成要素150を実行してよく、UCI15
4は、少なくとも1つまたは複数の他のコンポーネントキャリア用のアップリンク情報を含
む。UE110は、少なくとも1つのコンポーネントキャリアの少なくとも1つのスロットの中
でUCI154を送信するために、アップリンク制御管理構成要素150を実行してよい。
【００４８】
　ワイヤレス通信ネットワーク100は、1つまたは複数の基地局105、1つまたは複数のUE11
0、およびコアネットワーク115を含んでよい。コアネットワーク115は、ユーザ認証、ア
クセス許可、トラッキング、インターネットプロトコル(IP)接続性、および他のアクセス
機能、ルーティング機能、またはモビリティ機能を提供し得る。基地局105は、バックホ
ールリンク120(たとえば、S1など)を通じてコアネットワーク115とインターフェースし得
る。基地局105は、UE110との通信のための無線構成およびスケジューリングを実行し得る
か、または基地局コントローラ(図示せず)の制御下で動作し得る。様々な例では、基地局
105は、有線通信リンクまたはワイヤレス通信リンクであってよいバックホールリンク125
(たとえば、X1など)を介して、直接または間接的に(たとえば、コアネットワーク115を通
じて)のいずれかで互いに通信し得る。
【００４９】
　基地局105は、1つまたは複数の基地局アンテナを介してUE110とワイヤレス通信し得る
。基地局105の各々は、それぞれの地理的カバレージエリア130に通信カバレージを提供し
得る。いくつかの例では、基地局105は、トランシーバ基地局、無線基地局、アクセスポ
イント、アクセスノード、無線トランシーバ、ノードB、eノードB(eNB)、gノードB(gNB)
、ホームノードB、ホームeノードB、リレー、または何らかの他の好適な用語で呼ばれる
ことがある。基地局105のための地理的カバレージエリア130は、カバレージエリアの一部
分のみを構成するセクタまたはセル(図示せず)に分割され得る。ワイヤレス通信ネットワ
ーク100は、異なるタイプの基地局105(たとえば、以下で説明するマクロ基地局またはス
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モールセル基地局)を含んでよい。追加として、複数の基地局105は、複数の通信技術(た
とえば、5G(ニューラジオまたは「NR」)、第4世代(4G)/LTE、3G、Wi-Fi、Bluetooth(登録
商標)など)のうちの異なる通信技術に従って動作してよく、したがって、異なる通信技術
のための重複する地理的カバレージエリア130があり得る。
【００５０】
　いくつかの例では、ワイヤレス通信ネットワーク100は、ニューラジオ(NR)または5G技
術、ロングタームエボリューション(LTE)もしくはLTEアドバンスト(LTE-A)またはMuLTEfi
re技術、Wi-Fi技術、Bluetooth(登録商標)技術、あるいは任意の他の長距離または短距離
のワイヤレス通信技術を含む、通信技術のうちの1つまたは任意の組合せであってよく、
またはそれを含んでよい。LTE/LTE-A/MuLTEfireネットワークでは、発展型ノードB(eNB)
という用語は、一般に、基地局105を表すために使用されてよく、UEという用語は、一般
に、UE110を表すために使用されてよい。ワイヤレス通信ネットワーク100は、異なるタイ
プのeNBが様々な地理的領域にカバレージを提供する異種技術ネットワークであってよい
。たとえば、各eNBまたは基地局105は、マクロセル、スモールセル、または他のタイプの
セルに通信カバレージを提供し得る。「セル」という用語は、文脈に応じて、基地局、基
地局に関連付けられたキャリアもしくはコンポーネントキャリア、またはキャリアもしく
は基地局のカバレージエリア(たとえば、セクタなど)を表すために使用され得る3GPP用語
である。
【００５１】
　マクロセルは、一般に、比較的大きい地理的エリア(たとえば、半径数キロメートル)を
カバーしてよく、ネットワークプロバイダとのサービスに加入しているUE110による無制
限アクセスを可能にし得る。
【００５２】
　スモールセルは、マクロセルと同じかまたは異なる周波数帯域(たとえば、認可、無認
可など)の中で動作し得る、マクロセルとして比較して送信電力が相対的に低い基地局を
含んでよい。スモールセルは、様々な例によれば、ピコセル、フェムトセル、およびマイ
クロセルを含んでよい。ピコセルは、たとえば、小さい地理的エリアをカバーしてよく、
ネットワークプロバイダのサービスに加入しているUE110による無制限アクセスを可能に
し得る。フェムトセルも、小さい地理的エリア(たとえば、自宅)をカバーしてよく、フェ
ムトセルとの関連付けを有するUE110(たとえば、制限付きアクセスの場合、自宅の中のユ
ーザのためのUE110を含んでよい、基地局105の限定加入者グループ(CSG：Closed Subscri
ber Group)の中のUE110など)による制限付きアクセスおよび/または無制限アクセスを提
供し得る。マイクロセルは、ピコセルおよびフェムトセルよりも大きいがマクロセルより
も小さい地理的エリアをカバーしてよい。マクロセル用のeNBは、マクロeNBと呼ばれるこ
とがある。スモールセル用のeNBは、スモールセルeNB、ピコeNB、フェムトeNB、またはホ
ームeNBと呼ばれることがある。eNBは、1つまたは複数の(たとえば、2つ、3つ、4つなど
の)セル(たとえば、コンポーネントキャリア)をサポートし得る。
【００５３】
　開示する様々な例のうちのいくつかに適応し得る通信ネットワークは、階層化プロトコ
ルスタックに従って動作するパケットベースネットワークであってよく、ユーザプレーン
の中のデータは、IPに基づいてよい。ユーザプレーンプロトコルスタック(たとえば、パ
ケットデータコンバージェンスプロトコル(PDCP)、無線リンク制御(RLC)、MACなど)は、
論理チャネルを介して通信するためにパケットセグメント化およびパケットリアセンブリ
を実行し得る。たとえば、MACレイヤは、優先処理、およびトランスポートチャネルへの
論理チャネルの多重化を実行し得る。MACレイヤはまた、リンク効率を改善するために、
ハイブリッド自動再送/要求(HARQ)を使用してMACレイヤにおける再送信を行ってよい。制
御プレーンでは、RRCプロトコルレイヤが、UE110と基地局105との間のRRC接続の確立、構
成、および保守を行い得る。RRCプロトコルレイヤはまた、ユーザプレーンデータのため
の無線ベアラのコアネットワーク115サポートのために使用され得る。物理(PHY)レイヤに
おいて、トランスポートチャネルは物理チャネルにマッピングされ得る。
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【００５４】
　UE110は、ワイヤレス通信ネットワーク100全体にわたって分散されてよく、各UE110は
、固定またはモバイルであってよい。UE110はまた、移動局、加入者局、モバイルユニッ
ト、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、モバイルデバイス、ワイ
ヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、移動加入者局、アクセス
端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセット、ユーザエージェン
ト、モバイルクライアント、クライアント、または何らかの他の好適な用語を含んでよく
、または当業者によってそのように呼ばれることがある。UE110は、セルラーフォン、ス
マートフォン、携帯情報端末(PDA)、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハン
ドヘルドデバイス、タブレットコンピュータ、ラップトップコンピュータ、コードレスフ
ォン、スマートウォッチ、ワイヤレスローカルループ(WLL)局、エンターテインメントデ
バイス、車両構成要素、顧客構内機器(CPE：Customer Premises Equipment)、またはワイ
ヤレス通信ネットワーク100において通信できる任意のデバイスであってよい。追加とし
て、UE110は、いくつかの態様では、まれにしかワイヤレス通信ネットワーク100または他
のUEと通信しないことがある、モノのインターネット(IoT)および/またはマシンツーマシ
ン(M2M)タイプのデバイス、たとえば、低電力、低データレート(たとえば、ワイヤレスフ
ォンと比較して)タイプのデバイスであってよい。UE110は、マクロeNB、スモールセルeNB
、マクロgNB、スモールセルgNB、中継基地局などを含む、様々なタイプの基地局105およ
びネットワーク機器と通信できる場合がある。
【００５５】
　UE110は、1つまたは複数の基地局105との1つまたは複数のワイヤレス通信リンク135を
確立するように構成され得る。ワイヤレス通信ネットワーク100に示されるワイヤレス通
信リンク135は、UE110から基地局105へのアップリンク(UL)送信、または基地局105からUE
110へのダウンリンク(DL)送信を搬送し得る。ダウンリンク送信は順方向リンク送信と呼
ばれることもあり、アップリンク送信は逆方向リンク送信と呼ばれることもある。各ワイ
ヤレス通信リンク135は、1つまたは複数のキャリアを含んでよく、ここで、各キャリアは
、上記で説明した様々な無線技術に従って変調された複数のサブキャリア(たとえば、異
なる周波数の波形信号)から構成される信号であってよい。各被変調信号は、異なるサブ
キャリア上で送られてよく、制御情報(たとえば、基準信号、制御チャネルなど)、オーバ
ーヘッド情報、ユーザデータなどを搬送し得る。一態様では、ワイヤレス通信リンク135
は、周波数分割複信(FDD)動作を使用して(たとえば、対スペクトルリソースを使用して)
、または時分割複信(TDD)動作を使用して(たとえば、不対スペクトルリソースを使用して
)、双方向通信を送信し得る。フレーム構造が、FDD(たとえば、フレーム構造タイプ1)お
よびTDD(たとえば、フレーム構造タイプ2)に対して定義され得る。その上、いくつかの態
様では、ワイヤレス通信リンク135は、1つまたは複数のブロードキャストチャネルを表し
てよい。
【００５６】
　ワイヤレス通信ネットワーク100のいくつかの態様では、基地局105またはUE110は、ア
ンテナダイバーシティ方式を採用して基地局105とUE110との間の通信品質および信頼性を
改善するための複数のアンテナを含んでよい。追加または代替として、基地局105またはU
E110は、同じかまたは異なるコード化データを搬送する複数の空間レイヤを送信するため
に、マルチパス環境を利用し得る多入力多出力(MIMO)技法を採用し得る。
【００５７】
　ワイヤレス通信ネットワーク100は、複数のセルまたはキャリア上での動作、すなわち
、キャリアアグリゲーション(CA：Carrier Aggregation)またはマルチキャリア動作と呼
ばれることがある機能をサポートし得る。キャリアは、コンポーネントキャリア(CC：Com
ponent Carrier)、レイヤ、チャネルなどと呼ばれることもある。「キャリア」、「コン
ポーネントキャリア」、「セル」、および「チャネル」という用語は、本明細書では互換
的に使用され得る。UE110は、キャリアアグリゲーションのために、複数のダウンリンクC
Cおよび1つまたは複数のアップリンクCCを用いて構成され得る。キャリアアグリゲーショ
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ンは、FDDコンポーネントキャリアとTDDコンポーネントキャリアの両方とともに使用され
得る。基地局105およびUE110は、各方向での送信のために使用される合計Yx MHz(x=コン
ポーネントキャリアの数)までのキャリアアグリゲーションにおいて割り振られた、キャ
リア当たりY MHz(たとえば、Y=5、10、15、または20MHz)までの帯域幅のスペクトルを使
用し得る。キャリアは、互いに隣接してもしなくてもよい。キャリアの割振りは、DLおよ
びULに関して非対称であってよい(たとえば、DLに対してULよりも多数または少数のキャ
リアが割り振られてよい)。コンポーネントキャリアは、1次コンポーネントキャリアおよ
び1つまたは複数の2次コンポーネントキャリアを含んでよい。1次コンポーネントキャリ
アは1次セル(PCell)と呼ばれることがあり、2次コンポーネントキャリアは2次セル(SCell
)と呼ばれることがある。
【００５８】
　ワイヤレス通信ネットワーク100は、無認可周波数スペクトル(たとえば、5GHz)におけ
る通信リンクを介して、Wi-Fi技術に従って動作するUE110、たとえば、Wi-Fi局(STA)と通
信しておりWi-Fi技術に従って動作する基地局105、たとえば、Wi-Fiアクセスポイントを
さらに含んでよい。無認可周波数スペクトルの中で通信するとき、STAおよびAPは、チャ
ネルが利用可能であるかどうかを決定するために、通信する前にクリアチャネルアセスメ
ント(CCA：Clear Channel Assessment)プロシージャまたはリッスンビフォアトーク(LBT
：Listen Before Talk)プロシージャを実行してよい。
【００５９】
　追加として、基地局105および/またはUE110のうちの1つまたは複数は、ミリ波(mmWまた
はmmwaveまたはMMW)技術と呼ばれるNRまたは5G技術に従って動作し得る。たとえば、mmW
技術は、mmW周波数および/または準mmW周波数での送信を含む。極高周波(EHF)は、電磁ス
ペクトルの中の無線周波数(RF)の一部である。EHFは、30GHz～300GHzの範囲、および1ミ
リメートルと10ミリメートルとの間の波長を有する。この帯域における電波は、ミリ波と
呼ばれることがある。準mmWは、100ミリメートルの波長を有する3GHzの周波数まで下に広
がってよい。たとえば、超高周波(SHF)帯域は、3GHzと30GHzとの間に広がり、センチメー
トル波と呼ばれることもある。mmWおよび/または準mmW無線周波数帯域を使用する通信は
、極めて大きい経路損失および短い距離を有する。したがって、mmW技術に従って動作す
る基地局105および/またはUE110は、極めて大きい経路損失および短い距離を補償するた
めに、それらの送信においてビームフォーミングを利用してよい。
【００６０】
　図2を参照すると、本明細書で説明する技法に基づく、異なるヌメロロジーを有する少
なくとも2つのコンポーネントキャリアに対する例示的なダウンリンクセントリックスロ
ット構造200の概念図が説明される。たとえば、本明細書で説明するダウンリンクセント
リックスロット構造200に基づくキャリアアグリゲーションを使用してコンポーネントキ
ャリアCC1およびCC2を介して通信するために、UE110はアップリンク制御管理構成要素150
を実行してよく、基地局105はダウンリンク制御管理構成要素170を実行してよい。
【００６１】
　ダウンリンクセントリックスロット構造200のこの例では、CC1およびCC2のヌメロロジ
ーが説明される。CC1はあるスロット長x(たとえば、0.5ms)を用いて構成されてよく、CC2
はあるスロット長y(たとえば、0.25ms)を用いて構成されてよい。さらに、CC1は、スロッ
トごとに30kHzのトーン間隔および14個のシンボルを用いて構成されてよい。CC2は、スロ
ットごとに60kHzのトーン間隔および14個のシンボルを用いて構成されてよい。別の例で
は、60kHzを伴うコンポーネントキャリアが、やはり0.5msのスロットを用いて構成されて
よいが、スケジューリングのための異なる送信時間区間(TTI：Transmission Time Interv
al)を有してよい。
【００６２】
　一態様では、各コンポーネントキャリアの各スロットは、ダウンリンク制御領域、ダウ
ンリンクデータ領域、ギャップ領域、およびアップリンク制御領域を含む、いくつかの領
域を用いて構成されてよい。一例では、ギャップ領域は、UE110と基地局105との間で送信
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が行われない領域に相当する。
【００６３】
　図3を参照すると、複数の時分割複信(TDD)ダウンリンクおよびアップリンクスロットに
対する例示的なスロット構造300の概念図が説明される。一態様では、TDDダウンリンクセ
ントリックスロットに対して、スロット構造は、PDCCHに指定された一部分を有するダウ
ンリンクバースト領域を含んでよい。TDDダウンリンクセントリックスロットはまた、PUC
CHに指定された一部分を有するアップリンク制御領域を含んでよい。一態様では、TDDダ
ウンリンク専用スロットに対して、スロット構造は、PDCCHに指定された一部分を有する
ダウンリンクバースト領域を含んでよい。TDDダウンリンクセントリックスロットとは異
なり、TDDダウンリンク専用スロットはアップリンク制御領域を含まない。
【００６４】
　一態様では、TDDアップリンクセントリックスロットに対して、スロット構造は、PUCCH
に指定された1つまたは複数の部分を有するアップリンクバースト領域を含んでよい。TDD
アップリンクセントリックスロットはまた、PDCCHに指定された一部分を有するダウンリ
ンクバースト領域を含んでよい。一態様では、TDDアップリンク専用スロットに対して、
スロット構造は、PUCCHに指定された1つまたは複数の部分を有するアップリンクバースト
領域を含んでよい。TDDアップリンクセントリックスロットとは異なり、TDDアップリンク
専用スロットはダウンリンクバースト領域を含まない。
【００６５】
　図4および図5を参照すると、グループ共通PDCCHおよび異なるヌメロロジーを有する複
数のコンポーネントキャリアに対するクロスキャリアインジケータの送信中の、例示的な
ダウンリンクセントリックスロット構造400および500の概念図が説明される。基地局105(
図1)などのネットワークエンティティは、継続時間がより長いコンポーネントキャリア(
たとえば、CC1)を構成して継続時間がより短いコンポーネントキャリア(たとえば、CC2)
をスケジュールするために、またはその逆のために、ダウンリンク制御管理構成要素170
を実行してよい。
【００６６】
　たとえば、CC1は、あるスロット長(たとえば、0.5ms)のスロットkを用いて構成されて
よく、CC2は、それぞれがあるスロット長(たとえば、0.25ms)を有するスロット2nおよび2
n+1を用いて構成されてよい。さらに、CC1は、スロットごとに30kHzのトーン間隔および1
4個のシンボルを用いて構成されてよい。CC2は、スロットごとに60kHzのトーン間隔およ
び14個のシンボルを用いて構成されてよい。別の例では、60kHzを伴うコンポーネントキ
ャリアは、やはり0.5msのスロットを用いて構成されてよいが、スケジューリングのため
の異なるTTIを有してよい。
【００６７】
　一態様では、ダウンリンクセントリックスロット構造400に関して、ケース1の場合、ス
ロット持続時間がより短いコンポーネントキャリア(たとえば、CC2)は、スロット持続時
間がより長いコンポーネントキャリア(たとえば、CC1)に対して示すグループ共通PDCCH(
または、PSFICH(物理スロットフォーマットインジケータチャネル)とも呼ばれる)を搬送
する。たとえば、クロスキャリアグループ共通PDCCHは、スロットのサブセットの中での
み可能であり得る(たとえば、CC2の中のスロット2nが、CC1に対するクロスキャリアグル
ープ共通PDCCHを搬送し得る)。
【００６８】
　一態様では、ケース2の場合、スロット持続時間がより長いコンポーネントキャリア(た
とえば、CC1)は、スロット持続時間がより短いコンポーネントキャリア(たとえば、CC2)
に対して示すグループ共通PDCCHを搬送する。たとえば、クロスキャリアグループ共通PDC
CHは、コンポーネントキャリアが示されるクロスキャリアに対する1つのグループ共通PDC
CHの中の2つ以上のスロットを示すことが可能であり得る(たとえば、ここで、CC1のスロ
ットkの中のグループ共通PDCCHは、CC2に対するスロット2nおよびスロット2n+1のスロッ
ト構造を示す)。さらに、別の例では、スロット2nおよびスロット2n+1は、CC2に対する単
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一のインジケータのような、同じスロット構造を有するように制約され得る。別の例では
、別のグループ共通PDCCHチャネルが、スロットの中央のCC1上で可能である。さらなる例
では、CC2スロット2nに対して、クロスキャリアはCC1上のグループ共通PDCCHによって示
されてよいが、CC2スロット2n+1に対して、クロスキャリアはCC2上のグループ共通PDCCH
によって示される同じキャリアである。そのとき、CC2に対するグループ共通PDCCHは、奇
数スロットの中にしか存在しない。
【００６９】
　いくつかの態様では、キャリアアグリゲーションおよびデュアル接続性におけるコンポ
ーネントキャリアのスロット構造が動的に変化する場合、コンポーネントキャリアの組合
せに対するケース1およびケース2は動的に変化することがある。たとえば、CC1は、CC2に
対するスロット構造をクロスキャリアで示してよいが、CC1のスロット持続時間は、CC1お
よび/またはCC2における動的なスロット持続時間管理に応じて、所与の時間インスタンス
においてもっと長くてよくかつ/またはもっと短くてよい。
【００７０】
　一態様では、ダウンリンクセントリックスロット構造500に関して、コンポーネントキ
ャリアは、複数のスロットに対するスロットフォーマットを搬送するグループ共通PDCCH
を含んでよい。基地局105(図1)などのネットワークエンティティは、継続時間がより長い
コンポーネントキャリア(たとえば、CC1)を構成して継続時間がより短いコンポーネント
キャリア(たとえば、CC2)をスケジュールするために、またはその逆のために、ダウンリ
ンク制御管理構成要素170を実行してよい。一例では、ケース1の場合、スロット持続時間
がより短いコンポーネントキャリア(たとえば、CC2)は、スロット持続時間がより長いコ
ンポーネントキャリア(たとえば、CC1)およびそのコンポーネントキャリア自体に対する
複数の指示を含むグループ共通PDCCH(または、PSFICHとも呼ばれる)を搬送する。別の例
では、ケース2の場合、スロット持続時間がより長いコンポーネントキャリア(たとえば、
CC1)は、スロット持続時間がより短いコンポーネントキャリア(たとえば、CC2)およびそ
のコンポーネントキャリア自体に対する複数の指示を含むグループ共通PDCCHを搬送する
。
【００７１】
　一態様では、クロスキャリアグループ共通PDCCHは、異なるスロット持続時間のコンポ
ーネントキャリアに対して可能でないことがある。たとえば、同じスロット持続時間のコ
ンポーネントキャリアは、一緒にグループ化されてよく、クロスキャリアで示されてよい
。クロスキャリアグループ共通PDCCHインジケータは、同じキャリアグループ共通PDCCHイ
ンジケータと同じチャネル、または別個のチャネルの中で搬送されてよい。別の例では、
CC1上の単一のグループ共通PDCCHチャネルが、CC1およびCC2に対するスロット構造を示す
か、またはCC1上の第1のグループ共通PDCCHチャネルが、CC1に対するスロット構造を示し
、かつCC1上の第2のグループ共通PDCCHチャネルが、CC2に対するスロット構造を示す。
【００７２】
　図6を参照すると、異なるヌメロロジーを有する複数のコンポーネントキャリアに対す
るクロスキャリアインジケータの送信中の、例示的なダウンリンクセントリックスロット
構造600の概念図が説明される。
【００７３】
　一態様では、UE固有のスケジューリングの場合、異なるヌメロロジーのコンポーネント
キャリア間でクロスキャリアスケジューリングが考慮されてよい。たとえば、異なるヌメ
ロロジーのコンポーネントキャリア間のクロスキャリアスケジューリングが可能である場
合、基地局105(図1)などのネットワークエンティティは、継続時間がより長い(たとえば
、15kHzのトーン間隔)コンポーネントキャリア(たとえば、CC1)を構成して継続時間がよ
り短い(たとえば、30kHzのトーン間隔)コンポーネントキャリア(たとえば、CC2)をスケジ
ュールするために、またはその逆のために、ダウンリンク制御管理構成要素170を実行し
てよい。
【００７４】
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　一態様では、ケース1の場合、スロット持続時間がより短いコンポーネントキャリア(た
とえば、CC2)は、スロット持続時間がより長いコンポーネントキャリア(たとえば、CC1)
用のクロススケジュールDCIを搬送する。たとえば、1つのPDCCH探索空間は、あるスロッ
ト(たとえば、スロット2n)の中の別のコンポーネントキャリア用のクロススケジュールDC
Iを含んでよいが、次のスロット(たとえば、スロット2n+1)の中のそうしたクロススケジ
ュールDCIを含まなくてよい。
【００７５】
　一態様では、ケース2の場合、スロット持続時間がより長いコンポーネントキャリア(た
とえば、CC1)は、スロット持続時間がより短いコンポーネントキャリア(たとえば、CC2)
用のクロススケジュールDCIを搬送する。たとえば、1つのPDCCH探索空間は、2つ以上のス
ロット用の2つ以上のDCIをクロススケジュールする(たとえば、CC1上のスロットkは、ス
ロット2nおよびスロット2n+1の中のCC2上のPDSCHまたはPUSCHをスケジュールする)。別の
例では、CC1上の単一のDCIは、CC2上のスロット2nおよびスロット2n+1をクロススケジュ
ールし(たとえば、ジョイントDCI)、そのことは、スケジューリングフレキシビリティに
おいていくつかの制約を有することがある(たとえば、スロット2nおよびスロット2n+1は
、スケジュールされた同じMCSを有する)。
【００７６】
　図7および図8を参照すると、異なるヌメロロジーを有する複数のコンポーネントキャリ
ア用のUCIの送信中の、例示的なダウンリンクセントリックスロット構造700および800の
概念図が説明される。たとえば、UE110(図1)などのUEは、継続時間がより長いコンポーネ
ントキャリア(たとえば、CC1)を構成して継続時間がより短いコンポーネントキャリア(た
とえば、CC2)に対するアップリンクフィードバックを提供するために、またはその逆のた
めに、アップリンク制御管理構成要素150を実行してよい。すなわち、単一のPUCCHは、異
なるヌメロロジーのコンポーネントキャリアに対するUCI(たとえば、肯定応答信号(ACK)
、否定応答信号(NACK)、スケジューリング要求(SR：Scheduling Request)、チャネル品質
インジケータ(CQI：Channel Quality Indicator)、またはチャネル状態情報(CSI))を提供
し得る。
【００７７】
　一態様では、ダウンリンクセントリックスロット構造700のケース1の場合、1つのPDSCH
は、ハイブリッドアクセス要求(HARQ)フィードバックを提供する1つまたは複数のPUCCHを
有する。たとえば、CC1用のUCIのフィードバックは、CC2上の2つ以上のPUCCHの中で送信
されてよい。別の例では、CC1用のUCIのフィードバックは、いくつかのスロット(たとえ
ば、スロット2n+1ではなくスロット2n)の中のCC2上のPUCCHの中にしかない。
【００７８】
　一態様では、ダウンリンクセントリックスロット構造800のケース2の場合、1つのPUCCH
は、2つ以上のPDSCHを搬送する。たとえば、CC2上のスロットkは、スロット2nおよび2n+1
のPDSCH送信に対するHARQ応答を搬送する。
【００７９】
　図9を参照すると、たとえば、ニューラジオワイヤレス通信システムにおいてスロット
フォーマットインジケータを使用するダウンリンク制御管理のための、上記で説明した態
様に従って基地局105を動作させる際のワイヤレス通信の方法900は、本明細書で規定する
アクションのうちの1つまたは複数を含む。
【００８０】
　ブロック902において、方法900は、少なくとも1つのコンポーネントキャリアに対する
スロットフォーマットインジケータをネットワークエンティティにおいて生成してよく、
各コンポーネントキャリアは、グループ共通物理ダウンリンク制御チャネル(PDCCH)を含
み、スロットフォーマットインジケータは、グループ共通PDCCH内の1つまたは複数の他の
コンポーネントキャリア用の少なくともスロット構造情報を示す。たとえば、基地局105
は、少なくとも1つのコンポーネントキャリアに対するスロットフォーマットインジケー
タ172を生成するために、ダウンリンク制御管理構成要素170を実行してよく、各コンポー
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ネントキャリアは、グループ共通PDCCHを含み、スロットフォーマットインジケータ172は
、グループ共通PDCCH内の1つまたは複数の他のコンポーネントキャリア用の少なくともス
ロット構造情報を示す。
【００８１】
　一態様では、少なくとも1つのコンポーネントキャリアに対応するスロット持続時間は
、1つまたは複数の他のコンポーネントキャリアに対応するスロット持続時間よりも短い
。
【００８２】
　一態様では、少なくとも1つのコンポーネントキャリアに対応するスロット持続時間は
、1つまたは複数の他のコンポーネントキャリアに対応するスロット持続時間よりも長い
。
【００８３】
　一態様では、スロットフォーマットインジケータ172は、グループ共通PDCCHに対応する
。
【００８４】
　一態様では、スロットフォーマットインジケータ172は、スロットフォーマットインジ
ケータを搬送する少なくとも1つのコンポーネントキャリア用のスロット構造情報をさら
に示す。
【００８５】
　一態様では、スロットフォーマットインジケータ172は、1つまたは複数の他のコンポー
ネントキャリアおよび少なくとも1つのコンポーネントキャリアの複数のスロットに対す
るそれぞれのスロット構造をさらに示す。
【００８６】
　ブロック904において、方法900は、少なくとも1つのコンポーネントキャリアの少なく
とも1つのスロットの中でスロットフォーマットインジケータをUEへ送信してよい。たと
えば、基地局105は、少なくとも1つのコンポーネントキャリアの少なくとも1つのスロッ
トの中でスロットフォーマットインジケータ172をUE110へ送信するために、ダウンリンク
制御管理構成要素170を実行してよい。
【００８７】
　一態様では、方法900は、少なくとも1つのコンポーネントキャリアの少なくとも第2の
スロットの中で第2のスロットフォーマットインジケータをUE110へ送信することを含み、
第2のスロットフォーマットインジケータは、少なくとも1つのコンポーネントキャリア用
のスロット構造情報を示す。
【００８８】
　図10を参照すると、たとえば、ニューラジオワイヤレス通信システムにおいてDCIを使
用するダウンリンク制御管理のための、上記で説明した態様に従って基地局105を動作さ
せる際のワイヤレス通信の方法1000は、本明細書で規定するアクションのうちの1つまた
は複数を含む。
【００８９】
　ブロック1002において、方法1000は、異なるヌメロロジーを有する2つ以上のコンポー
ネントキャリアに対するクロスキャリアスケジューリングが可能であるかどうかをネット
ワークエンティティにおいて決定してよい。たとえば、基地局105は、異なるヌメロロジ
ーを有する2つ以上のコンポーネントキャリアに対するクロスキャリアスケジューリング
が可能であるかどうかを決定するために、ダウンリンク制御管理構成要素170を実行して
よい。
【００９０】
　ブロック1004において、方法1000は、クロスキャリアスケジューリングが可能であると
いう決定に基づいて、2つ以上のコンポーネントキャリアのうちの少なくとも1つのための
少なくとも1つのDCIを生成してよく、DCIは、2つ以上のコンポーネントキャリアのうちの
1つまたは複数の他のコンポーネントキャリア用の少なくともスロット構造情報を示す。
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たとえば、基地局105は、クロスキャリアスケジューリングが可能であるという決定に基
づいて、2つ以上のコンポーネントキャリアのうちの少なくとも1つのための少なくとも1
つのDCI174を生成するために、ダウンリンク制御管理構成要素170を実行してよく、DCI17
4は、2つ以上のコンポーネントキャリアのうちの1つまたは複数の他のコンポーネントキ
ャリア用の少なくともスロット構造情報を示す。
【００９１】
　ブロック1006において、方法1000は、2つ以上のコンポーネントキャリアのうちの少な
くとも1つの少なくとも1つのスロットの中で少なくとも1つのDCIをUEへ送信してよい。た
とえば、基地局105は、2つ以上のコンポーネントキャリアのうちの少なくとも1つの少な
くとも1つのスロットの中で少なくとも1つのDCI174をUE110へ送信するために、ダウンリ
ンク制御管理構成要素170を実行してよい。
【００９２】
　一態様では、2つ以上のコンポーネントキャリアのうちの少なくとも1つに対応するスロ
ット持続時間は、2つ以上の他のコンポーネントキャリアのうちの他のコンポーネントキ
ャリアに対応するスロット持続時間よりも短い。
【００９３】
　一態様では、2つ以上のコンポーネントキャリアのうちの少なくとも1つに対応するスロ
ット持続時間は、2つ以上の他のコンポーネントキャリアのうちの他のコンポーネントキ
ャリアに対応するスロット持続時間よりも長い。
【００９４】
　一態様では、方法1000は、2つ以上のコンポーネントキャリアのうちの少なくとも1つの
少なくとも1つのスロットの中で少なくとも1つのDCI174を送信することが、PDCCH探索空
間の中で少なくとも1つのDCIを送信することをさらに備えることを含む。
【００９５】
　図11を参照すると、たとえば、ニューラジオワイヤレス通信システムにおけるCSI管理
などのアップリンク制御管理のための、上記で説明した態様に従ってUE110を動作させる
際のワイヤレス通信の方法1100は、本明細書で規定するアクションのうちの1つまたは複
数を含む。
【００９６】
　ブロック1102において、方法1100は、少なくとも2つ以上のコンポーネントキャリアの
中でのCSI測定をトリガするための指示をUEにおいて受信してよく、指示は、少なくとも2
つ以上のコンポーネントキャリアのうちの1つのスロットの中で受信されるDCI内に含まれ
る。たとえば、UE110は、少なくとも2つ以上のコンポーネントキャリアの中でのCSI測定1
52をトリガするための指示を受信するために、アップリンク制御管理構成要素150を実行
してよく、指示は、少なくとも2つ以上のコンポーネントキャリアのうちの1つのスロット
の中で受信されるDCI174内に含まれる。
【００９７】
　ブロック1104において、方法1100は、少なくとも2つ以上のコンポーネントキャリアの
中でCSI測定を実行するための測定構成を決定してよい。たとえば、UE110は、少なくとも
2つ以上のコンポーネントキャリアの中でCSI測定152を実行するための測定構成を決定す
るために、アップリンク制御管理構成要素150を実行してよい。
【００９８】
　ブロック1106において、方法1100は、測定構成に基づいて少なくとも2つ以上のコンポ
ーネントキャリアの中でCSI測定を実行してよい。たとえば、UE110は、測定構成に基づい
て少なくとも2つ以上のコンポーネントキャリアの中でCSI測定152を実行するために、ア
ップリンク制御管理構成要素150を実行してよい。
【００９９】
　ブロック1108において、方法1100は、少なくとも2つ以上のコンポーネントキャリアに
対するCSI測定値をネットワークエンティティへ送信してよい。たとえば、UE110は、少な
くとも2つ以上のコンポーネントキャリアに対するCSI測定値152を基地局105へ送信するた
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めに、アップリンク制御管理構成要素150を実行してよい。
【０１００】
　一態様では、少なくとも2つ以上のコンポーネントキャリアの中でCSI測定152を実行す
るための測定構成を決定するために構成されたアップリンク制御管理構成要素150は、少
なくとも2つ以上のコンポーネントキャリアの各々に対する測定スロットが少なくとも2つ
以上のコンポーネントキャリアのうちの1つのスロットにおいてまたはその後に位置する
かどうかを決定することをさらに備える。さらに、測定構成に基づいて少なくとも2つ以
上のコンポーネントキャリアの中でCSI測定152を実行するために構成されたアップリンク
制御管理構成要素150は、少なくとも2つ以上のコンポーネントキャリアの各々に対する測
定スロットが少なくとも2つ以上のコンポーネントキャリアのうちの1つのスロットにおい
てまたはその後に位置するという決定に基づいて、少なくとも2つ以上のコンポーネント
キャリアの中でCSI測定152を実行することをさらに備える。
【０１０１】
　一態様では、方法1100は、少なくとも2つ以上のコンポーネントキャリアのうちの1つの
スロットの前に位置する測定スロットを用いて少なくとも2つ以上のコンポーネントキャ
リアのいずれかに対するCSI測定152を実行することを省くように構成された、アップリン
ク制御管理構成要素150を含む。
【０１０２】
　一態様では、少なくとも2つ以上のコンポーネントキャリアの中でCSI測定152を実行す
るための測定構成を決定するために構成されたアップリンク制御管理構成要素150は、少
なくとも2つ以上のコンポーネントキャリアの各々に対する測定スロットが、CSI報告をト
リガするDCIを含む少なくとも2つ以上のコンポーネントキャリアのうちの1つのスロット
に対する即時プリコーディングスロットにおいてまたはその後に位置するかどうかを決定
することをさらに備える。さらに、測定構成に基づいて少なくとも2つ以上のコンポーネ
ントキャリアの中でCSI測定152を実行するために構成されたアップリンク制御管理構成要
素150は、少なくとも2つ以上のコンポーネントキャリアの各々に対する測定スロットが、
少なくとも2つ以上のコンポーネントキャリアのうちの1つのスロットに対する即時プリコ
ーディングスロットにおいてまたはその後に位置するという決定に基づいて、少なくとも
2つ以上のコンポーネントキャリアの中でCSI測定152を実行することをさらに備える。
【０１０３】
　図12を参照すると、たとえば、ニューラジオワイヤレス通信システムにおけるUCI送信
などのアップリンク制御管理のための、上記で説明した態様に従ってUE110を動作させる
際のワイヤレス通信の方法1200は、本明細書で規定するアクションのうちの1つまたは複
数を含む。
【０１０４】
　ブロック1202において、方法1200は、少なくとも1つのコンポーネントキャリア用のUCI
をUEにおいて生成してよく、UCIは、少なくとも1つまたは複数の他のコンポーネントキャ
リア用のアップリンク情報を含む。たとえば、UE110は、少なくとも1つのコンポーネント
キャリア用のUCI154を生成するために、アップリンク制御管理構成要素150を実行してよ
く、UCI154は、少なくとも1つまたは複数の他のコンポーネントキャリア用のアップリン
ク情報を含む。
【０１０５】
　ブロック1204において、方法1200は、少なくとも1つのコンポーネントキャリアの少な
くとも1つのスロットの中でUCIをネットワークエンティティへ送信してよい。たとえば、
UE110は、少なくとも1つのコンポーネントキャリアの少なくとも1つのスロットの中でUCI
154を基地局105へ送信するために、アップリンク制御管理構成要素150を実行してよい。
【０１０６】
　一態様では、UCIは、肯定応答信号、否定応答信号、スケジューリング要求、CQI、また
はCSIのうちの少なくとも1つに対応する。
【０１０７】
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　一態様では、方法1200は、異なるコンポーネントキャリアの中のPUCCHの中でUCI154を
送信するように構成されたアップリンク制御管理構成要素150を含み、ここで、UCI154は
、UCI154を搬送するスロット持続時間がDLデータ送信に対応するスロットよりも短い場合
、スロットのサブセットの中で反復または送信され得る。
【０１０８】
　一態様では、UCIを送信するように構成されたアップリンク制御管理構成要素150は、2
つ以上の物理ダウンリンク共有チャネル(PDSCH：Physical Downlink Shared CHannel)に
対応する物理アップリンク制御チャネル(PUCCH)の中でUCIを送信することをさらに備える
。
【０１０９】
　一態様では、少なくとも1つまたは複数の他のコンポーネントキャリアは、少なくとも1
つのコンポーネントキャリアとは異なるヌメロロジーを用いて構成される。
【０１１０】
　図13を参照すると、たとえば、ニューラジオワイヤレス通信システムにおいてタイミン
グアドバンスオフセットを使用するダウンリンク制御管理のための、上記で説明した態様
に従って基地局105を動作させる際のワイヤレス通信の方法1300は、本明細書で規定する
アクションのうちの1つまたは複数を含む。
【０１１１】
　ブロック1302において、方法1300は、コンポーネントキャリアの1つまたは複数のキャ
リア特性に基づいてコンポーネントキャリアをタイミングアドバンスグループにネットワ
ークエンティティにおいて割り当ててよく、タイミングアドバンスグループは、1つまた
は複数のコンポーネントキャリア、および1つまたは複数のコンポーネントキャリアの各
々に関連するタイミングアドバンスを含む。たとえば、基地局105は、コンポーネントキ
ャリアの1つまたは複数のキャリア特性に基づいてコンポーネントキャリアをタイミング
アドバンスグループに割り当てるために、ダウンリンク制御管理構成要素170を実行して
よく、タイミングアドバンスグループは、1つまたは複数のコンポーネントキャリア、お
よび1つまたは複数のコンポーネントキャリアの各々に関連するタイミングアドバンスオ
フセット176を含む。
【０１１２】
　ブロック1304において、方法1300は、コンポーネントキャリアに関連するタイミングア
ドバンスオフセットをUEへ送信してよい。たとえば、基地局105は、コンポーネントキャ
リアに関連するタイミングアドバンスオフセット176をUE110へ送信するために、ダウンリ
ンク制御管理構成要素170を実行してよい。
【０１１３】
　一態様では、1つまたは複数のキャリア特性は、コンポーネントキャリアのヌメロロジ
ーを含む。
【０１１４】
　一態様では、タイミングアドバンスグループの中に含まれる1つまたは複数のコンポー
ネントキャリアは、異なるヌメロロジーを用いて構成される。さらに、方法1300は、タイ
ミングアドバンスオフセット176を決定するための基準として1次セルまたは2次セルのう
ちの1つを利用することを含んでよい。
【０１１５】
　図14を参照すると、たとえば、ニューラジオワイヤレス通信システムにおいてタイミン
グアドバンスオフセットを使用するダウンリンク制御管理のための、上記で説明した態様
に従ってUE110を動作させる際のワイヤレス通信の方法1400は、本明細書で規定するアク
ションのうちの1つまたは複数を含む。
【０１１６】
　ブロック1402において、方法1400は、複数のコンポーネントキャリアのうちの少なくと
も1つのコンポーネントキャリアの少なくとも1つのスロットの中で、ネットワークエンテ
ィティからスロットフォーマットインジケータをUEにおいて受信してよく、ここで、少な
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くとも1つのコンポーネントキャリアは、グループ共通PDCCHを含み、グループ共通PDCCH
内のスロットフォーマットインジケータは、複数のコンポーネントキャリアからの1つま
たは複数の他のコンポーネントキャリア用の少なくともスロット構造情報を示す。たとえ
ば、UE110は、複数のコンポーネントキャリアのうちの少なくとも1つのコンポーネントキ
ャリアの少なくとも1つのスロットの中で、ネットワークエンティティ105からスロットフ
ォーマットインジケータ172を受信するために、アップリンク制御管理構成要素150を実行
してよく、ここで、少なくとも1つのコンポーネントキャリアは、グループ共通PDCCHを含
み、グループ共通PDCCH内のスロットフォーマットインジケータ172は、複数のコンポーネ
ントキャリアからの1つまたは複数の他のコンポーネントキャリア用の少なくともスロッ
ト構造情報を示す。
【０１１７】
　ブロック1404において、方法1400は、1つまたは複数の他のコンポーネントキャリア用
の少なくともスロット構造情報を使用してネットワークエンティティと通信してよい。た
とえば、UE110は、1つまたは複数の他のコンポーネントキャリア用の少なくともスロット
構造情報を使用してネットワークエンティティ105と通信するために、アップリンク制御
管理構成要素150を実行してよい。
【０１１８】
　方法1400の一態様では、少なくとも1つのコンポーネントキャリアに対応するスロット
持続時間は、1つまたは複数の他のコンポーネントキャリアに対応するスロット持続時間
よりも短い。
【０１１９】
　方法1400の一態様では、少なくとも1つのコンポーネントキャリアに対応するスロット
持続時間は、1つまたは複数の他のコンポーネントキャリアに対応するスロット持続時間
よりも長い。
【０１２０】
　方法1400の一態様では、たとえば、UE110は、複数のコンポーネントキャリアからの第2
のコンポーネントキャリア上で第2のPDCCHを受信するために、アップリンク制御管理構成
要素150を実行してよく、ここで、PDCCHは、第2のコンポーネントキャリアの少なくとも1
つのスロットに対するスロットフォーマットインジケータ172を伝達する。
【０１２１】
　方法1400の一態様では、スロットフォーマットインジケータ172は、スロットフォーマ
ットインジケータ172を搬送する少なくとも1つのコンポーネントキャリア用のスロット構
造情報をさらに示す。
【０１２２】
　方法1400の一態様では、たとえば、UE110は、少なくとも1つのコンポーネントキャリア
の少なくとも第2のスロットの中で第2のスロットフォーマットインジケータ172を受信す
るために、アップリンク制御管理構成要素150を実行してよく、第2のスロットフォーマッ
トインジケータ172は、少なくとも1つのコンポーネントキャリア用のスロット構造情報を
示す。
【０１２３】
　方法1400の一態様では、スロットフォーマットインジケータ172は、1つまたは複数の他
のコンポーネントキャリアおよび少なくとも1つのコンポーネントキャリアの複数のスロ
ットに対するそれぞれのスロット構造をさらに示す。
【０１２４】
　方法1400の一態様では、少なくとも1つのコンポーネントキャリアおよび1つまたは複数
の他のコンポーネントキャリアは異なるヌメロロジーを有する。
【０１２５】
　方法1400の一態様では、UE110は、1つまたは複数の他のコンポーネントキャリアに対す
るCSI測定152をトリガするための指示を受信することであって、指示が、少なくとも1つ
のコンポーネントキャリアのスロットの中で受信されるDCI174内に含まれることと、1つ
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または複数の他のコンポーネントキャリアの中でCSI測定152を実行するための測定構成を
決定することと、測定構成に基づいて1つまたは複数の他のコンポーネントキャリアの中
でCSI測定152を実行することと、1つまたは複数の他のコンポーネントキャリアに対するC
SI測定値152をネットワークエンティティ105へ送信することとを行うために、アップリン
ク制御管理構成要素150を実行してよい。
【０１２６】
　方法1400の一態様では、UE110は、1つまたは複数の他のコンポーネントキャリアの各々
に対する測定スロットが少なくとも1つのコンポーネントキャリアのスロットにおいてま
たはその後に位置するかどうかを決定し、1つまたは複数の他のコンポーネントキャリア
の各々に対する測定スロットが少なくとも1つのコンポーネントキャリアのスロットにお
いてまたはその後に位置するという決定に基づいて、1つまたは複数の他のコンポーネン
トキャリアの中でCSI測定152を実行するために、アップリンク制御管理構成要素150を実
行してよい。
【０１２７】
　方法1400の一態様では、UE110は、少なくとも1つのコンポーネントキャリアのスロット
の前に位置する測定スロットを用いて1つまたは複数の他のコンポーネントキャリアのう
ちの少なくとも1つに対するCSI測定152を実行することを省くために、アップリンク制御
管理構成要素150を実行してよい。
【０１２８】
　方法1400の一態様では、UE110は、少なくとも1つのコンポーネントキャリアの中のアッ
プリンク制御情報(UCI)154を生成することであって、UCI154が、1つまたは複数の他のコ
ンポーネントキャリア用のアップリンク情報を含むことと、少なくとも1つのコンポーネ
ントキャリアの少なくとも1つのスロットの中でUCI154をネットワークエンティティ105へ
送信することとを行うために、アップリンク制御管理構成要素150を実行してよい。たと
えば、UCI154は、肯定応答信号、否定応答信号、スケジューリング要求、チャネル品質イ
ンジケータ(CQI)、またはチャネル状態情報(CSI)のうちの少なくとも1つに対応する。
【０１２９】
　方法1400の一態様では、UE110は、物理アップリンク制御チャネル(PUCCH)の中でUCI154
を送信するために、アップリンク制御管理構成要素150を実行してよく、ここで、UCI154
は、スロットのサブセットの中で反復または送信され得る。
【０１３０】
　方法1400の一態様では、UE110は、複数のコンポーネントキャリアの各々に関連するタ
イミングアドバンスオフセット176を決定するために、アップリンク制御管理構成要素150
を実行してよい。たとえば、コンポーネントキャリアに対する決定は、コンポーネントキ
ャリアのヌメロロジーに基づく。
【０１３１】
　方法1400の一態様では、複数のコンポーネントキャリアは、異なるヌメロロジーを用い
て構成され、UE110は、別のコンポーネントキャリアに対するタイミングアドバンスオフ
セット176を決定するための基準として1次セルまたは2次セルのうちの1つを利用するため
に、アップリンク制御管理構成要素150を実行してよい。
【０１３２】
　図15を参照すると、たとえば、ニューラジオワイヤレス通信システムにおいてスロット
フォーマットインジケータを使用するダウンリンク制御管理のための、上記で説明した態
様に従って基地局105を動作させる際のワイヤレス通信の方法1500は、本明細書で規定す
るアクションのうちの1つまたは複数を含む。
【０１３３】
　ブロック1502において、方法1500は、複数のコンポーネントキャリアのうちの少なくと
も1つのコンポーネントキャリアに対するスロットフォーマットインジケータをネットワ
ークエンティティにおいて生成してよく、ここで、少なくとも1つのコンポーネントキャ
リアは、グループ共通物理ダウンリンク制御チャネル(PDCCH)を含み、グループ共通PDCCH
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内のスロットフォーマットインジケータは、複数のコンポーネントキャリアからの1つま
たは複数の他のコンポーネントキャリア用の少なくともスロット構造情報を示す。たとえ
ば、基地局105は、複数のコンポーネントキャリアのうちの少なくとも1つのコンポーネン
トキャリアに対するスロットフォーマットインジケータ172を生成するために、ダウンリ
ンク制御管理構成要素170を実行してよく、ここで、少なくとも1つのコンポーネントキャ
リアは、グループ共通PDCCHを含み、グループ共通PDCCH内のスロットフォーマットインジ
ケータ172は、複数のコンポーネントキャリアからの1つまたは複数の他のコンポーネント
キャリア用の少なくともスロット構造情報を示す。
【０１３４】
　ブロック1504において、方法1500は、少なくとも1つのコンポーネントキャリアの少な
くとも1つのスロットの中でスロットフォーマットインジケータをユーザ機器(UE)へネッ
トワークエンティティによって送信してよい。たとえば、基地局105は、少なくとも1つの
コンポーネントキャリアの少なくとも1つのスロットの中でスロットフォーマットインジ
ケータ172をUE110へ送信するために、ダウンリンク制御管理構成要素170を実行してよい
。
【０１３５】
　ブロック1506において、方法1500は、1つまたは複数の他のコンポーネントキャリア用
の少なくともスロット構造情報を使用してUEと通信してよい。たとえば、基地局105は、1
つまたは複数の他のコンポーネントキャリア用の少なくともスロット構造情報を使用して
UE110と通信するために、ダウンリンク制御管理構成要素170を実行してよい。
【０１３６】
　方法1500の一態様では、少なくとも1つのコンポーネントキャリアに対応するスロット
持続時間は、1つまたは複数の他のコンポーネントキャリアに対応するスロット持続時間
よりも短い。
【０１３７】
　方法1500の一態様では、少なくとも1つのコンポーネントキャリアに対応するスロット
持続時間は、1つまたは複数の他のコンポーネントキャリアに対応するスロット持続時間
よりも長い。
【０１３８】
　方法1500の一態様では、基地局105は、複数のコンポーネントキャリアからの第2のコン
ポーネントキャリア上で第2のPDCCHを送信するために、ダウンリンク制御管理構成要素17
0を実行してよく、ここで、PDCCHは、第2のコンポーネントキャリアの少なくとも1つのス
ロットに対するスロットフォーマットインジケータ172を伝達する。
【０１３９】
　方法1500の一態様では、スロットフォーマットインジケータ172は、スロットフォーマ
ットインジケータ172を搬送する少なくとも1つのコンポーネントキャリア用のスロット構
造情報をさらに示す。
【０１４０】
　方法1500の一態様では、基地局105は、少なくとも1つのコンポーネントキャリアの少な
くとも第2のスロットの中で第2のスロットフォーマットインジケータ172を送信するため
に、ダウンリンク制御管理構成要素170を実行してよく、第2のスロットフォーマットイン
ジケータ172は、少なくとも1つのコンポーネントキャリア用のスロット構造情報を示す。
【０１４１】
　方法1500の一態様では、スロットフォーマットインジケータ172は、1つまたは複数の他
のコンポーネントキャリアおよび少なくとも1つのコンポーネントキャリアの複数のスロ
ットに対するそれぞれのスロット構造をさらに示す。
【０１４２】
　方法1500の一態様では、少なくとも1つのコンポーネントキャリアおよび1つまたは複数
の他のコンポーネントキャリアは異なるヌメロロジーを有する。
【０１４３】
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　方法1500の一態様では、基地局105は、1つまたは複数の他のコンポーネントキャリアに
対するCSI測定152をトリガするための指示を送信することであって、指示が、少なくとも
1つのコンポーネントキャリアのスロットの中で受信されるDCI174内に含まれることと、1
つまたは複数の他のコンポーネントキャリアに対するCSI測定値152を受信することであっ
て、CSI測定値152が、測定構成に基づいてUE110によって決定されることとを行うために
、ダウンリンク制御管理構成要素170を実行してよい。
【０１４４】
　方法1500の一態様では、基地局105は、少なくとも1つのコンポーネントキャリアの少な
くとも1つのスロットの中でUCI154を受信するために、ダウンリンク制御管理構成要素170
を実行してよく、UCI154は、1つまたは複数の他のコンポーネントキャリア用のアップリ
ンク情報を含む。
【０１４５】
　方法1500の一態様では、UCI154は、肯定応答信号、否定応答信号、スケジューリング要
求、CQI、またはCSIのうちの少なくとも1つに対応する。
【０１４６】
　方法1500の一態様では、基地局105は、PUCCHの中でUCI154を受信するために、ダウンリ
ンク制御管理構成要素170を実行してよく、ここで、UCI154は、スロットのサブセットの
中で反復または受信され得る。
【０１４７】
　図16を参照すると、UE110の一実装形態の一例は、様々な構成要素を含んでよく、その
うちのいくつかが上記ですでに説明されているが、ニューラジオワイヤレス通信システム
におけるキャリアアグリゲーション中での、コンポーネントキャリアのアップリンク制御
管理に関して本明細書で説明する機能のうちの1つまたは複数を可能にするために、モデ
ム140およびアップリンク制御管理構成要素150と連携して動作し得る、1つまたは複数の
バス1644を介して通信している1つまたは複数のプロセッサ1612、メモリ1616、およびト
ランシーバ1602などの構成要素を含む。さらに、1つまたは複数のプロセッサ1612、モデ
ム140、メモリ1616、トランシーバ1602、無線周波数(RF)フロントエンド1688、および1つ
または複数のアンテナ1665は、1つまたは複数の無線アクセス技術において音声呼および/
またはデータ呼を(同時にまた非同時に)サポートするように構成され得る。いくつかの態
様では、モデム140は、モデム140(図1)と同一または類似であってよい。
【０１４８】
　一態様では、1つまたは複数のプロセッサ1612は、1つまたは複数のモデムプロセッサを
使用するモデム140を含むことができる。アップリンク制御管理構成要素150に関係する様
々な機能は、モデム140および/またはプロセッサ1612の中に含まれてよく、一態様では、
単一のプロセッサによって実行され得るが、他の態様では、機能のうちの異なるものが2
つ以上の異なるプロセッサの組合せによって実行されてもよい。たとえば、一態様では、
1つまたは複数のプロセッサ1612は、モデムプロセッサ、またはベースバンドプロセッサ
、またはデジタル信号プロセッサ、または送信プロセッサ、または受信機プロセッサ、ま
たはトランシーバ1602に関連するトランシーバプロセッサのうちのいずれか1つまたは任
意の組合せを含んでよい。他の態様では、アップリンク制御管理構成要素150に関連する1
つまたは複数のプロセッサ1612および/またはモデム140の機能のうちのいくつかは、トラ
ンシーバ1602によって実行されてよい。
【０１４９】
　また、メモリ1616は、本明細書で使用するデータ、ならびに/あるいはアプリケーショ
ン1675のローカルバージョン、あるいは少なくとも1つのプロセッサ1612によって実行さ
れるアップリンク制御管理構成要素150および/またはそのサブコンポーネントのうちの1
つもしくは複数を記憶するように構成され得る。メモリ1616は、ランダムアクセスメモリ
(RAM)、読取り専用メモリ(ROM)、テープ、磁気ディスク、光ディスク、揮発性メモリ、不
揮発性メモリ、およびそれらの任意の組合せなどの、コンピュータまたは少なくとも1つ
のプロセッサ1612によって使用可能な任意のタイプのコンピュータ可読媒体を含むことが
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できる。一態様では、たとえば、メモリ1616は、アップリンク制御管理構成要素150およ
び/またはそのサブコンポーネントのうちの1つもしくは複数を規定する1つまたは複数の
コンピュータ実行可能コード、ならびに/あるいはUE110がアップリンク制御管理構成要素
150および/またはそのサブコンポーネントのうちの1つもしくは複数を実行するように少
なくとも1つのプロセッサ1612を動作させているときにそれらに関連するデータを記憶す
る、非一時的コンピュータ可読記憶媒体であってよい。
【０１５０】
　トランシーバ1602は、少なくとも1つの受信機1606および少なくとも1つの送信機1608を
含んでよい。受信機1606は、データを受信するためにプロセッサによって実行可能なハー
ドウェア、ファームウェア、および/またはソフトウェアコードを含んでよく、コードは
命令を備えるとともにメモリ(たとえば、コンピュータ可読媒体)の中に記憶される。受信
機1606は、たとえば、RF受信機であってよい。一態様では、受信機1606は、少なくとも1
つの基地局105によって送信された信号を受信し得る。追加として、受信機1606は、その
ような受信信号を処理してよく、限定はしないが、Ec/Io、SNR、RSRP、RSSIなどの、信号
の測定値を取得してもよい。送信機1608は、データを送信するためにプロセッサによって
実行可能なハードウェア、ファームウェア、および/またはソフトウェアコードを含んで
よく、コードは命令を備えるとともにメモリ(たとえば、コンピュータ可読媒体)の中に記
憶される。送信機1608の好適な例は、限定はしないが、RF送信機を含んでよい。
【０１５１】
　その上、一態様では、UE110は、1つまたは複数のアンテナ1665と通信して動作し得るRF
フロントエンド1688と、無線送信、たとえば、少なくとも1つの基地局105によって送信さ
れたワイヤレス通信またはUE110によって送信されたワイヤレス送信を受信および送信す
るためのトランシーバ1602とを含んでよい。RFフロントエンド1688は、RF信号を送信およ
び受信するために、1つまたは複数のアンテナ1665に接続されてよく、1つまたは複数の低
雑音増幅器(LNA)1690、1つまたは複数のスイッチ1692、1つまたは複数の電力増幅器(PA)1
698、および1つまたは複数のフィルタ1696を含むことができる。
【０１５２】
　一態様では、LNA1690は、所望の出力レベルで受信信号を増幅することができる。一態
様では、各LNA1690は、指定された最小および最大の利得値を有してよい。一態様では、R
Fフロントエンド1688は、特定の用途に対する所望の利得値に基づいて特定のLNA1690およ
びその指定された利得値を選択するために、1つまたは複数のスイッチ1692を使用してよ
い。
【０１５３】
　さらに、たとえば、RF出力用の信号を所望の出力電力レベルで増幅するために、1つま
たは複数のPA1698が、RFフロントエンド1688によって使用されてよい。一態様では、各PA
1698は、指定された最小および最大の利得値を有してよい。一態様では、RFフロントエン
ド1688は、特定の用途に対する所望の利得値に基づいて特定のPA1698および対応する指定
された利得値を選択するために、1つまたは複数のスイッチ1692を使用してよい。
【０１５４】
　また、たとえば、受信信号をフィルタ処理して入力RF信号を取得するために、1つまた
は複数のフィルタ1696が、RFフロントエンド1688によって使用されてよい。同様に、一態
様では、たとえば、それぞれのPA1698からの出力をフィルタ処理して送信用の出力信号を
生成するために、それぞれのフィルタ1696が使用されてよい。一態様では、各フィルタ16
96は、特定のLNA1690および/またはPA1698に接続され得る。一態様では、RFフロントエン
ド1688は、トランシーバ1602および/またはプロセッサ1612によって指定された構成に基
づいて、指定されたフィルタ1696、LNA1690、および/またはPA1698を使用する送信経路ま
たは受信経路を選択するために、1つまたは複数のスイッチ1692を使用することができる
。
【０１５５】
　したがって、トランシーバ1602は、RFフロントエンド1688を介して1つまたは複数のア
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ンテナ1665を通じてワイヤレス信号を送信および受信するように構成され得る。一態様で
は、トランシーバは、UE110が、たとえば、1つもしくは複数の基地局105、または1つもし
くは複数の基地局105に関連付けられた1つもしくは複数のセルと通信できるような、指定
された周波数で動作するように同調され得る。一態様では、たとえば、モデム140は、UE1
10のUE構成、およびモデム140によって使用される通信プロトコルに基づいて、指定され
た周波数および電力レベルで動作するようにトランシーバ1602を構成することができる。
【０１５６】
　一態様では、モデム140は、マルチバンドマルチモードモデムであってよく、そうした
モデムは、デジタルデータがトランシーバ1602を使用して送られるとともに受信されるよ
うに、デジタルデータを処理することができ、トランシーバ1602と通信することができる
。一態様では、モデム140はマルチバンドであってよく、特定の通信プロトコルのために
複数の周波数帯域をサポートするように構成され得る。一態様では、モデム140はマルチ
モードであってよく、複数の動作ネットワークおよび通信プロトコルをサポートするよう
に構成され得る。一態様では、モデム140は、指定されたモデム構成に基づいてネットワ
ークからの信号を送信および/または受信できるように、UE110の1つまたは複数の構成要
素(たとえば、RFフロントエンド1688、トランシーバ1602)を制御することができる。一態
様では、モデム構成は、モデムのモードおよび使用中の周波数帯域に基づくことができる
。別の態様では、モデム構成は、セル選択および/またはセル再選択の間にネットワーク
によって提供されるような、UE110に関連するUE構成情報に基づくことができる。
【０１５７】
　図17を参照すると、基地局105の実装形態の一例は、様々な構成要素を含んでよく、そ
のうちのいくつかがすでに上記で説明されているが、ニューラジオ環境におけるキャリア
アグリゲーション中での、コンポーネントキャリアのダウンリンク制御管理に関して本明
細書で説明する機能のうちの1つまたは複数を可能にするために、モデム160およびダウン
リンク制御管理構成要素170と連携して動作し得る、1つまたは複数のバス1744を介して通
信している1つまたは複数のプロセッサ1712、メモリ1716、およびトランシーバ1702など
の構成要素を含む。
【０１５８】
　トランシーバ1702、受信機1706、送信機1708、1つまたは複数のプロセッサ1712、メモ
リ1716、アプリケーション1775、バス1744、RFフロントエンド1788、LNA1790、スイッチ1
792、フィルタ1796、PA1798、および1つまたは複数のアンテナ1765は、上記で説明したよ
うに、UE110の対応する構成要素と同一または類似であってよいが、UE動作ではなく基地
局動作のために構成されてよく、さもなければプログラムされてもよい。
【０１５９】
　添付の図面に関して上記に記載した上記の詳細な説明は例を説明し、実装され得るかま
たは特許請求の範囲内に入る唯一の例を表すものではない。「例示的」という用語は、本
説明で使用されるとき、「例、事例、または例示として働くこと」を意味し、「好ましい
」または「他の例よりも有利である」ことを意味しない。詳細な説明は、説明した技法の
理解を与える目的で具体的な詳細を含む。しかしながら、これらの技法は、これらの具体
的な詳細なしに実践され得る。いくつかの事例では、説明した例の概念を不明瞭にするこ
とを回避するために、よく知られている構造および装置がブロック図の形態で示される。
【０１６０】
　情報および信号は、様々な異なる技術および技法のうちのいずれかを使用して表されて
よい。たとえば、上記の説明全体にわたって参照され得るデータ、命令、コマンド、情報
、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁場もしくは磁性粒
子、光場もしくは光学粒子、コンピュータ可読媒体上に記憶されたコンピュータ実行可能
コードもしくは命令、またはそれらの任意の組合せによって表されてよい。
【０１６１】
　本明細書の本開示に関して説明した様々な例示的なブロックおよび構成要素は、限定は
しないが、プロセッサ、デジタル信号プロセッサ(DSP)、ASIC、FPGAもしくは他のプログ
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ラマブル論理デバイス、個別ゲートもしくはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成要
素、または本明細書で説明した機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合せな
どの、特別にプログラムされたデバイスを用いて実装または実行され得る。特別にプログ
ラムされたプロセッサはマイクロプロセッサであってよいが、代替として、プロセッサは
、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、またはステートマシ
ンであってよい。特別にプログラムされたプロセッサはまた、コンピューティングデバイ
スの組合せ、たとえば、DSPとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッ
サ、DSPコアと連携する1つもしくは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他のそのよ
うな構成として実装され得る。
【０１６２】
　本明細書で説明した機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソフトウェ
ア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。プロセッサによって
実行されるソフトウェアで実装される場合、機能は、1つまたは複数の命令またはコード
として、非一時的コンピュータ可読媒体上に記憶されるかまたは非一時的コンピュータ可
読媒体を介して送信され得る。他の例および実装形態が、本開示および添付の特許請求の
範囲および趣旨内にある。たとえば、ソフトウェアの性質に起因して、上記で説明した機
能は、特別にプログラムされたプロセッサによって実行されるソフトウェア、ハードウェ
ア、ファームウェア、ハードワイヤリング、またはこれらのうちのいずれかの組合せを使
用して実装され得る。機能を実施する特徴はまた、機能の部分が異なる物理的ロケーショ
ンにおいて実装されるように分散されることを含めて、様々な位置に物理的に配置されて
よい。また、特許請求の範囲内を含めて本明細書で使用するとき、「のうちの少なくとも
1つ」で終わる項目の列挙において使用される「または」は、たとえば、「A、B、またはC
のうちの少なくとも1つ」という列挙がAまたはBまたはCまたはABまたはACまたはBCまたは
ABC(すなわち、AおよびBおよびC)を意味するような選言的列挙を示す。
【０１６３】
　コンピュータ可読媒体は、コンピュータ記憶媒体と、ある場所から別の場所へのコンピ
ュータプログラムの転送を容易にする任意の媒体を含む通信媒体の両方を含む。記憶媒体
は、汎用コンピュータまたは専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能
な媒体であってよい。限定ではなく例として、コンピュータ可読媒体は、RAM、ROM、EEPR
OM、CD-ROMまたは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気記
憶デバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコード手段を搬送
または記憶するために使用され得るとともに、汎用コンピュータもしくは専用コンピュー
タまたは汎用プロセッサもしくは専用プロセッサによってアクセスされ得る、任意の他の
媒体を備えることができる。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれ
る。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、デ
ジタル加入者回線(DSL)、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術
を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同
軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、DSL、または赤外線、無線、およびマ
イクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用するディスク
(disk)およびディスク(disc)は、コンパクトディスク(disc)(CD)、レーザーディスク(dis
c)、光ディスク(disc)、デジタル多用途ディスク(disc)(DVD)、フロッピーディスク(登録
商標)(disk)、およびBlu-ray(登録商標)ディスク(disc)を含み、ここで、ディスク(disk)
は通常、データを磁気的に再生し、ディスク(disc)は、レーザーを用いてデータを光学的
に再生する。上記の組合せも、コンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【０１６４】
　本開示の前述の説明は、当業者が本開示を作成または使用できるように与えられる。本
開示の様々な修正は、当業者に容易に明らかになり、本明細書で定義する一般原理は、本
開示の趣旨または範囲から逸脱することなく、他の変形形態に適用され得る。さらに、説
明した態様および/または実施形態の要素は、単数形で説明または特許請求されることが
あるが、単数形への限定が明示的に述べられていない限り複数形が企図される。追加とし
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て、任意の態様および/または実施形態のすべてまたは一部分は、別段に記載されていな
い限り、任意の他の態様および/または実施形態のすべてまたは一部分とともに利用され
得る。したがって、本開示は、本明細書で説明した例および設計に限定されるべきではな
く、本明細書で開示する原理および新規の特徴と一致する最も広い範囲が与えられるべき
である。
【符号の説明】
【０１６５】
　　100　ワイヤレス通信ネットワーク
　　105　基地局
　　110　ユーザ機器(UE)
　　115　コアネットワーク
　　120、125　バックホールリンク
　　130　地理的カバレージエリア
　　135　ワイヤレス通信リンク
　　140　モデム
　　150　アップリンク制御管理構成要素
　　152　チャネル状態情報(CSI)測定値
　　154　アップリンク制御情報(UCI)
　　160　モデム
　　170　ダウンリンク制御管理構成要素
　　172　スロットフォーマットインジケータ
　　174　ダウンリンク制御情報(DCI)
　　176　タイミングアドバンスオフセット
　　200　ダウンリンクセントリックスロット構造
　　300　スロット構造
　　400、500、600、700、800　ダウンリンクセントリックスロット構造
　　1602　トランシーバ
　　1606　受信機
　　1608　送信機
　　1612　プロセッサ
　　1616　メモリ
　　1644　バス
　　1665　アンテナ
　　1675　アプリケーション
　　1688　無線周波数(RF)フロントエンド
　　1690　低雑音増幅器(LNA)
　　1692　スイッチ
　　1696　フィルタ
　　1698　電力増幅器(PA)
　　1702　トランシーバ
　　1706　受信機
　　1708　送信機
　　1712　プロセッサ
　　1716　メモリ
　　1744　バス
　　1765　アンテナ
　　1775　アプリケーション
　　1788　無線周波数(RF)フロントエンド
　　1790　低雑音増幅器(LNA)
　　1792　スイッチ
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　　1796　フィルタ
　　1798　電力増幅器(PA)

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】
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